
Z ド
■
●

■  |(■ ■■1     1=:

:_ lt11._     _‐
'

.‐  、■、,_     1■

r.. ..:*1r.....

r $ritt,.....

: .*i._..

: ■ヽ
=

1=■ 11■
=‐

.

■‐1ミ1.:
一ト一゙

□田圏圏

,|  ` ||



はしがき

平成 16年度の水稲直播栽培面積は 14.538 ha(前 年比 111%)と 、引き続き

順調に伸びています。とくに北陸地域での伸びは大きく、125%に も達 していま

す。 しかし全水稲栽培に占める直播栽培面積の割合は 0.86%と 、まだ 1%に も

なりません。今後のさらなる進展が期待されています。

ところで本年は、近年まれにみる台風の多かった年で、直播稲を含む稲作 も、

日本海沿いを中心に冠水・ 熱風・ 塩水などによる倒伏・ 不稔・ 登熟不良、そして

収量減・ 品質等級の低下などと著 しい害を受けました。直播栽培を行って被害を

受けた多 くのところで、これは天災だから来年もめげずにと、意を新にして頂い

ていますが、厳 しい年でした。

会誌 19号では、新潟県岩室村と滋賀県東近江地域で開催された現地研修会の

内容を紹介 します。

岩室村は、乾田直播栽培の長い歴史をもつ、新潟県でも有数の直播地帯です。

この研修会は、乾田直播栽培 と湛水直播栽培を併用 して、より以上の作業・ 経営

の安定化を図ることを目的に、湛水直播栽培技術の習得をめざして行われました。

滋賀県の東部では、湖北・ 湖東・ 東近江の農業改良普及センター管内相互に、

協力 して直播栽培技術の習得に励んできました。本年は東近江を場 として研修会

が開催されました。

現地研修会の開催にご協力頂きました関係者の皆様、機材の提供などご協力頂

いた会員の皆様に、厚 く御礼申しあげます。

平成 16年 12月

水稲直播研究会

会長 井上喬二郎
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A 平成 16年度第 1回現地研修会 (新潟県西蒲原郡岩室村 )

岩室村では、本年度より水稲直播研究部会を設立すると共に、湛水直播栽培に取り組む

こととなり、技術の確立について水稲直播研究会に協力の要請があった。この要請に応え

るため、岩室村に於いて現地研修会を開催することとし、確実で速やかな栽培技術の習得

を図るために、コーティング技術の研修から始め、稲作期間中の圃場巡回にも参加した。

1 コーティング研修

JA越後中央岩室支店で 4月 22日 に実施 した。前日にコーティング機・必要器具の点

検を行い、当日は約 30名 が参加 して実施した。

作業は自動式 1台 と手動式 2台 を使い、最初に直播研究会の岡村委員が説明と実技を行

った後、参加者が実習した。参加農家・農業振興事務所 。営農センターの職員を含む全員

が熱心に作業を行い、コーティング作業のコツを理解した様子であった。

作業は午前 9時から午後 6時 30分まで行い、準備 した種籾「こしいぶき」244kg、
「はえぬき」 120kgの 全量と、「コシヒカリ」 407kgの 2/3の コーティングを終

了した。「コシヒカリ」の残 りのコーティングは翌日に行った。

なお、昼食時に岩室村水稲直播研究部会の設立総会が開かれ、会長大岩富男氏・副会長

藤田道雄氏を選出して会員 22名 で発足した。

2 水稲直播現地研修会

開催 同時 : 平成 16年 4月 25日  9.00時 ～ 12.00時

開催場所 : 新潟県西蒲原郡岩室村大字原

共 催  : 岩室村認定農業者会

岩室村水稲直播研究部会

水稲直播研究会

参加者  : 農水省生産振興課鈴木課長補佐・同古田技官・北陸農政局・新潟県・岩室

村関係者 。直播研究会委員及び会員等 63名 のほか近隣市町村からの参加者

を含め約 80名

研修内容 : JA岩 室営農センター長亀倉氏の司会で、岩室村水稲直播研究部会長大岩

氏の挨拶で始まった。

農水省鈴木課長補佐から直播栽培の推進強化 0播種機導入に対する補助金

支給について、直播研究会平岩委員から研究会の活動について挨拶を兼ねて

話があった。

次いで、岡村委員からコーティングと播種後の水管理についての注意があ

り、斉藤普及員からは次のような初期管理のポイン トと直播圃場の巡回研修

計画の予定について話があった。
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9時 30分頃より、今回の研修の主題である播種機の実演に移った。供試

された播種機は次の4機種で、それぞれ機械の特徴について説明の後、播種

作業を実演した。供試圃場は大岩部会長の圃場である。

ササキコーポレーション : 10a

クボタ       : 25a

ヤンマー       : 25a
三菱農機       : 20a

○ササキ点播機 :播種量がやや多めであったので、途中で調整 したが多め

の播種となった。

Oク ボタ条播機 :特に トラブルは無く、順調に作業は終了した。

○ヤンマー条播機 :ク ボタの機種より音が静かで、特に トラブルはなく終

了した。

○三菱条播機 :フ ロー トが浮き上がり、右に傾斜 した状態で播種が始まり、

途中で修正 したが、全体に浅播きとなった。

実演終了後、岡村委員からの助言で浅播きの傾向があり、雨と風の影響

をうける懸念があるので、一晩湛水し翌日落水して出芽させることとした。

12時 10分藤田副部会長の挨拶で終了した。

3 直播回場巡回研修

出来るだけ多くの回場を巡回した後、生育状況等について検討 した。その際に斉藤普及

員から、稲の生育状況と管理に関する直播情報 (P。 11～ 16)が提供された。

1)第 1回 :5月 9日

岡村委員・黒須委員と岩室村関係者合わせて 26名 が参加 した。

◎巡回園場の概要

(1)4月 25日 に播種機実演をした大岩氏園場

播種当日一旦入水 し、翌日落水した。 5月 1日 に入水し、キックバイ散布。その

後は浅水管理であった。 ヒエが多発。

岡村委員・・・出芽は良いがヒエが多く発生している。播種後の落水期間が短すぎ

るようである。 3日 ほど落水 してから入水 し、ヒエ用除草剤を散布

してヒエを抑える必要がある。

水はけの悪い田は溝切 りをして完全に落水することが重要である。

斉藤普及員・・・出芽数はm当 たり20～ 30本あり十分である。大豆後でヒエの
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発生が早く、葉齢は 1.8程度になっている。条播に比べ点播の方が

ヒエの発生が遅いが、播種時のローターによる攪拌の影響と思われ

る。

点播とクボタ条播の圃場は十分入水 してイネグリーン処理・ヤン

マー条播の回場は 3日 間落水 した後湛水してイネグリーン処理・三

菱条播の圃場は 5日 間落水した後湛水してイネグリーン処理するよ

うに提案した。

(2)実演以外の回場

04月 25日 にクボタ条播機で播種 した成田氏園場

品種は 「コシヒカリ」、落水状態で出芽 した。 5月 13日 にイネグリーン散布予定

04月 25日 に三菱条播機で播種した中原氏回場

品種は「こしいぶき」、播種後一晩入水 した後落水状態を保つ、落水出芽が徹底 し

ている。 5月 13日 に入水してイネグリーン散布予定。

04月 25日 にヤンマー条播機で播種 した草野伸一氏圃場

品種は「こしいボき」、砂質圃場であるが落水状態を継続 し、m当 たり25～ 30

本が出芽。入水 してキックバイを散布 し、次いでアグロスターを散布。

04月 25日 にササキ点播機で播種 した槙田士農夫氏圃場

品種 「コシヒカリ」、落水出芽の後イネグリーン散布。

04月 25日 にヤンマー条播機で播種 した草野剛氏回場

品種 「コシヒカリ」、大豆後でヒエ多発。 5月 7日 に入水してキックバイ散布、

5月 12日 落水 し5月 15日 に入水 してイネグリーン散布予定。

04月 26日 にクボタ条播機で播種 した鏡潟生産組合園場

品種「コシヒカリ」、大豆後でヒエ多発、落水状態を継続 して出芽は良好であるが、

除草剤処理が遅れ、入水後キックバイ十イネグリーンで処理した。

04月 26日 にクボタ条播機で播種 した中村宇一氏圃場

品種 「コシヒカリ」、落水出芽後入水 してイネグリーン散布

04月 26日 にヤンマー条播機で播種 した青柳氏圃場

品種 「こしいぶき」、間断灌水、一旦落水してから入水し、イネグリーン散布。

ヒエ葉齢 1.9。

04月 26日 にクボタ条播機で播種 した田辺氏圃場

品種 「コシヒカリ」、落水出芽後入水してイネグリーン散布、ヒエ葉齢 1.5～ 1.8。

04月 27日 にクボタ条播機で播種した鏡潟生産組合圃場

品種 「はえぬき」、播種量が 10a当たり 3.5kgの 予定が 4kgと なった、大豆後で

ヒエ多発、ヒエ葉齢 2.5、 落水出芽後入水してイネグリーン散布

-3-
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総括 落水出芽が不十分で浮苗が見られた。また、落水出芽後の湛水時期と除草剤処理

時期の関係を検討する必要がある。

2)第 2回 :6月 13日

直播研究会関係 5名・岩室村関係者 24名 の計 29名が参加 し、直播圃場を巡回しなが

ら、各園場の生育状況と今後の留意点について、直播研究会委員及び斉藤普及員からコメ

ン トがあつた。

◎巡回圃場の概要 :

(農家名)  (品 種名) (播種 日) (播種機)    (生 育状況・ コメン ト)

大岩 富男  こしいぶき 4.25  ササキ点播   m2 当たり茎数 点播 538

ヤンマー条播           条播 472

イネグリーンとクリンチヤーバ

スを処理 したが、広葉雑草が残

っている。茎数が少な目であっ

たので硫安を追肥した。

点播は一箇所の播種粒数が多く

条播に近い状態で、条播は茎数

がやや少ない。

樋口 宏   コシヒカリ  4。26 クボタ条播   m2 当たり茎数 300∧500で

条によリムラがある。

排水の悪い部分の還元が進んで

いる。圃場周囲に溝を掘って十

分に干す。土壌還元の防止のた

め秋か春先に反転耕をすると良

い。

伊藤 栄一  こしいぶき  4。25  三菱条播    m2当 たり茎数 538

播種後一 日湛水 し、その後 7日

間十分落水。過繁茂状態である

から干 し続けて分けつを抑える

ようにする。

中原 将   こしいぶき  4。25  三菱条播    m2当 た り茎数 720

(大豆跡)                     側条施肥 暗渠施工

アゼナの防除が必要、

穂肥の時期と量を誤らないこ

と。

ヽ _
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野水 作一 コシヒカ リ  5.2

野水 典子

(大豆跡 )

コう′ヒカリ   4.27

小林 豊秋   コシヒカ リ  426

trtf 4e* zvv.fi y 4.26

中村 宇一   コシヒカリ  4.30

小林 博紀   コシヒカリ  4.28

根田 士農夫  コシヒカリ  4.25

4.27

青柳  厚   こしいぶき  425

草野  岡1   コシヒカリ  425

一昨年ダイズ、昨年乾直

m2当たり茎数 330

-本当たり分けつ数 5～6本

間断灌水、アゼナ防除が必要

穂肥の時期と量を誤らないこと

m2当たり茎数 455

雑草が多かったがイネグリーン

5月 12日 の処理でかなり減少

ヒエ・アゼナ・ホタルイの多い

部分にクリンチャーバスMEの

処理が必要。

ホタルイが多発したのでザーベ

ックスを処理

暗渠があるが排水が悪い

苗立は良い 中干しを強く、

穂肥の時期と量を誤らないこと

m2 当たり茎数 719

アゼナ防除が必要

中干しを強く

m2当たり茎数 604

中干 しを強く

昨年乾直、稲わらの吹き寄せが

みられる、茎数過多で中干しを

強くする。

株毎のバラツキがある 播種機

のブラシによる?

中干 しを強くすること

m2当たり茎数 452

生育状況良好

側条施肥 5月 12日 にイネグ

リーン散布 生育ムラロ立つ

m2当たり茎数i 429

生育良好

m2当 たり茎数 396

生育ムラあり

クボタ条播

クボタ条播

クボタ条播

クボタ条播

クボタ条播

クボタ条播

ササキ点播

クボタ条播

ヤンマー条播

ヤンマー条播

ヤンマー条播
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成田 正幸   コシヒカリ  4。25  クボタ条播

田辺 政英   コシヒカリ  4.26   クボタ条播

藤田 正春

落水が不十分で浮き苗となり、

足跡部分に密生状態となってい

る。

m2当たり茎数i 330

3日 毎の間断灌水をしている

が、排水が不十分で還元気味で

根は自く、生育が弱々しい。

中干 しを十分にすること。

m2当たり茎数 429

バサグランでアゼナを防除した

条間に苗が多く見られたが、落

水不十分で籾が流れたと思われ

る。

m2当たり茎数 594 生育良

m2当 たり茎数 549

アゼナ防除必要

還元傾向があり強い中干し必要

m2当 たり茎数 382

無肥料出発

浅播なので強い中干しが必要

はえぬき

コシヒカリ

クボタ条播

クボタ条播

。
２
　
２

４

　

４
．

竹内  巧

(大豆跡)

こしいぶき  4.26   三菱条播

◎室内検討での意見

井上会長 : 落水出芽法の確立と播種機の改良により苗立ちの確保が容易となった。

しかし、落水状態が不十分で苗立ちの安定確保が出来ていない園場がある。

また、土壌還元を生 じている園場も見られ、雪解け後の排水や耕起法にも改善

の余地がある。

播種機の中では、ヤンマー条播機で播種 した圃場で苗立ちの良くない園場が

あったが、播種作業速度が遅く、覆上が不十分になったためと思われる。

鷲尾委員 : 一部に良くない圃場が見られたが、全体的に見れば苗立ちは良好といえる。

今後の注意点としては、回場の均平化と排水を良くすること及び秋日または春

先の耕起によつて土壌還元を防止することが必要と思われる。今年の対策とし

ては、穂肥の時期と量を適切に行 うことが大切である。

岡村委員 : コーティングが正確に行えれば、播種作業も順調に行える。自動式コーティ

ング機を使用する場合は、故障すると簡単に修理できないことがあるので、手

動式コーティング機を準備 しておくと良い。

-6-



今後、コーティング量を減ちすことを考えるようになる可能性があるが、そ

の場合にはコーティング籾の大きさと播種量との関係を考え、播種量の調節を

行 う必要がある。

点播の播種作業では、作業速度が速すぎたことと播種機のブラシの調整が良

くなかったために、正確な点播が出来なかったと考えられる。

続いて黒須委員から還元田対策と除草剤について話があり、普及所からは今後の対策につ

いて説明があった。

6月 14日 午前中に鏡潟生産組合の乾田直播圃場を視察した。一枚の固場は周囲に溝が

切ってあり、雑草もなく、分けつが 4～ 5本となって生育良好であったが、他の一枚はヒ

エが日立ち、明日入水 してクリンチャーバスMEを処理する予定とのことであつた。

3)第 3回 :7月 17日

岩室村直播研究部会員 13名・ JA岩室片桐指導員・普及センター斉藤普及員・

直播研究会委員 4名 計 19名参加

◎圃場巡回

強風と強雨のために、数箇所は車窓からの観察となったが、 19箇所の回場を巡回し

た。

全体的に草丈が伸びすぎの傾向であり、茎数もやや多すぎのように思われた。条播の

方が茎数が多く、根の張りも浅くて出穂後の倒伏が心配された。

前回の巡回では、雑草の防除が不十分な園場が数箇所みられたが、その後の除草剤が

適切に使用され、良く雑草が防除されていた。

斉藤普及員の幼穂調査によれば、1～1.5mm程度の長さで点播の方が幼穂の成長が早

かった。

◎室内討議

巡回結果について下記のような意見がった。

鷲尾委員 : 今年は初年目の取り組みであり、直播稲の姿や生育の経過をよく観察し、

来年の栽培管理の参考にしていただきたい。主要な生育時期の稲の状態を良

く把握 しておき、最終的な稲の収量との関係を収穫後に分析してみることが

大切です。

また、水管理の適切でない圃場がいくつか見られたが、 5葉期頃までは十

分干すようにして根の張りを良くし、活力が生育の後期まで保たれるように

することが必要です。

岡村委員 : 播種量から考えて出芽苗立ちは良好で、初年目としては十分である。ただ

し、 2～ 3年すると安心して手抜きをすることがあるので、気を付けるよう

にしたい。
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黒須委員 : 前回には雑草防除の不十分な圃場があったが、斉藤普及員の指導によって

今回は雑草が良く抑えられていた。砂質の土壌では薬剤の地下浸透が大きく、

根の障害が出やすいので使用時期を間違わないように注意 しなければならな

い。

斉藤普及員から巡回した固場の調査結果と今後の管理について説明がった

(調査結果 )

コシヒカリ  草丈 (cm)葉色 (SPAD 幼穂長 (mm)出穂前日数  穂肥

樋口  宏   75～80  35.0     2.8     -23  第 1回は見合わせ

野水 作-  75～80  32.6     1.0     -26

野水 典子   72～75  30。 7     1.2     -24

小林 豊秋   72～75  32.8     0.5     -26

中村 盛夫   75～78  31.2     1.4     -23  第 1回は見合わせ

根田士農夫   85～89  38.0      -     一    同 上

根田士農夫   85～89  35。0     1.3     -23    同 上

成田 正幸   78  35.0     1.0    -25    同 上

田辺 正英   78  35.0     2.3     -21
こしいぶき

大岩 富男   -   35。 0     -      一

伊藤 栄一   -   36.5     -      ―

竹内  巧    -   35.0     -      一

青柳  厚    -   39。 0     -      ―

(穂肥について)

栄町の例からみて穂肥の時期は、苗立数 75本/m2 の場合の目安は下記の通 り

幼穂長 1.0～1.5cm  草丈 70～75cm  茎数 135～ 150本 /m(450～500本 /m2)

葉色 SPAD 29～30  葉身長 止葉から第 3葉 42cm以 内

「コシヒカリ」の回場は、草丈 75～89cm、 葉色 31～38 で標準を上回つてお り、穂肥

は第 1回 日は施用せず、出穂直前に判断する。施用する場合でもN成分で、せいぜい

1～ 1.2kg程度に止める。野水典子氏の回場は 150本/mの 茎数があり、この 1.5倍ほ

どの茎数の圃場もあるので倒伏軽減剤 (ス マレク ト又はロミカ)の使用を考える。

伊藤栄一氏の回場では、稲熱病の病斑が認められたので、アミスターフロアブル又

はデラウスの使用を薦める。

「こしいぶき」は倒伏 しにくい品種であるから、大岩氏の圃場は葉色が褪めていない

が心配はない。竹内氏の回場は、Nl ～1.5kgの穂肥を施す。この品種は、紋枯病が

出やすいので徴候があれば、アミスター散布を薦める。カメムシ対策にはヘ リ防除が

予定されている。
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藤田氏 : 持続性のあるロング肥料 (ス ーパー基肥 :100日 は持続)を使用した人が多

く、そろそろ肥効が切れる時期と思 うが、まだ続いている。施肥の省力を考え

て直播に導入したが、茎数がとれ過ぎ生育が旺盛である。基肥の量を減らす必

要があるか ?基肥の肥効がいつ切れるか ?よ く分からないので困る。

斉藤普及員 : 富山県では直播用のロングが出ている。来年に向けて肥料を再検討する

必要がある。品種にもよるが葉色を落とし過ぎると回復が難 しい。

第 5節間が伸び過ぎているので、お盆前に巡回して穂肥の要否を検討 したい。

4)第 4回 :8月 21日

岩室村直播研究部会員 13名・ JA岩室 片桐指導員・岩室村役場 山田参事 。

巻農業振興事務所 藤田普及員・水稲直播研究会委員 3名 計 19名

◎圃場巡回

19日 夜の台風に伴 う強風 (フ エーン)に よる被害で自穂が発生した。特に、直播圃

場は出穂後の間もない時期で被害が多く、圃場周辺の道路に面した部分の被害が激 しか

った。高温で雨を伴わない強風であったため被害を大きくしたと思われる。倒伏の発生

は軽微であった。

稲の生育は茎数が過多で、草丈が伸び気味となり上葉はやや短い。参加者の間では、

台風前までは初年 目としては出来が良く、かなりの収量と期待 していたが、台風の影響

ではやむを得ないとし、直播栽培のためと考える様子はなかった。

収穫まで約 lヶ 月あり、生き残った葉もあるので多少の回復は見込めると思われる。

(巡 回圃場の状況)・ ・ 00・ 粒数・穂数 0株数等は調査個体が少なく参考程度

農家名    品種名    白穂程度  粒数・株数・穂数    その他

竹内  巧  こしいぶき条播 少ない  83粒 /穂 。90株/m   倒伏少・葉色濃

大岩 富男  こしいぶき点播 少ない  89～94粒/穂 027穂/株 倒伏少・葉色淡

コシヒカリ条播 多い  76粒 /穂 095株/m   倒伏少・葉色淡

コシヒカリ条播 甚    106～116粒 /穂      倒伏少

こしいボき条播 やや多  83～斜 粒/穂     昨年脱粒籾発芽多

樋口  宏

伊藤  進

野水 作一

野水 典子

小林 豊秋

中村 宇一

中村 盛夫

槙田士農夫

青柳  厚

草野 伸一

成田 正幸

コシヒカリ条播

コシヒカリ条播

コシヒカリ条播

コシヒカリ条播

コシヒカリ条播

コシヒカリ点播

こしいぶき条播

こしいぶき条播

コシヒカリ条播

多い

多い

多い

少ない

少ない

多い

少ない

少ない

少ない

103～ 110粒 /穂     倒伏少

85～ 108粒 /穂      倒伏少

110粒/穂        倒伏少

110～116粒 /穂 。78株/m 倒伏少

108～ 113粒 /穂      倒伏少

99～ 110粒/穂・25～34穂/株 倒伏少

112粒/穂・45～50株/m・ 不稔 15粒/穂

95～100粒/穂・不稔 5～ 10粒/穂 穂数少

103粒 /穂 。101株/m   倒伏少
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藤田 正春  はえぬき条播  少ない  91粒 /穂・不稔 3粒/穂  混種有 り

田辺 政英  コシヒカリ条播 多い   107粒/穂・不稔 16粒/穂 倒伏少

藤田  浩  コシヒカリ条播 多い   97粒 /穂・不稔 27粒/穂  倒伏少

◎室内討議

鷲尾委員 : 今回の自穂の発生は、たまたま直播の稲が出穂後の間もない時期に台風

に遭遇 したために生じたもので、直播栽培が原因となったものではない。

自穂の発生程度は平均的に見れば30%程度であるが、稲体の全体的な被

害があるので今後の登熟の推移を見なければ収量の予測は難しい。

強風時は水を貯めておくと被害が軽減されるが、今回は度を超したもの

であったから、どの程度防げたか分からない。

今年は初めての直播栽培であったから、直播稲の姿が分からなかったと

思われるが、今に時点では止葉が小さすぎるように見える。穂肥が施 し難

い稲 となり、穂肥を抑えすぎたのかも知れない。

岡村委員 : 全体的に草丈が長いが、肥効が下位節間の伸びに効いたせいかも知れな

い。止葉が小さ過ぎるのは収量に響いたと思われる。

「はえぬき」は肥効に鈍感な品種である。

黒須委員 : 全体に草丈が長く、茎数が多すぎた。穂が多すぎて倒伏を懸念 していた。

初期の残草は適切な除草剤の使用で完全に防除が出来てお り、来年に向け

ての自信になったと思われる。

個々の回場は土壌条件が異なるので、今年の経験を生かして各自の栽培

管理を考えていただきたい。

藤田普及員 : 田に水を張っておくと、もう少 し白穂が防げたのではないかと思われ

る。止葉が 60%程度登熟に影響すると言われているが、下の葉が生きて

おり多少の回復が見込めるものの大幅な回復は難 しい。今後の lヶ 月の管

理に十分注意 し、出来るだけ長く湿潤状態を継続 して欲 しい。

大岩富男氏 : 出穂後 25日 程度は湿潤状態を続けると良いと言われるが、 10日 程

度で水が来なくなってしまう。もっと長く水が来るように交渉して欲 しい。

片桐指導員 : 水利慣行があるが、水を長く出すことを交渉してみたい。

鷲尾委員 : 他の県でも水の問題が出てお り、水利慣行の変更については農水省にも

話をつないでおきたい。

岩室の会員から、「78名 の認定農業者がいるが、直播栽培に取 り組んだのは 7名程

度であり、もう少し増やすように工夫して欲 しい。」との意見があり、

コシヒカリILに関する質問があった。

槙田鏡潟生産組合長から、 11月 に全体総合討議を行 うので、来年に向けて今後も前向き

に取 り組んで欲 しいとの挨拶があり終了した。
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直橿情報No2
巻農業振興事務所

"雑
草発生

…
水管理

"に
十分な注意を J

生育概況 これからの水管理

r″ ガl獅ダ″～前年比4～5程度早まる～
始期

=饉
狙_」理L立上_終期_二乙

ω 出穿ダ″
ア 不完全葉展開期確認状況

空2壼』」盤種_ニヱ」=ュ

前年に比べ出芽不揃いであるが、必要苗立
数は確保されており、苗立過剰気味のほ場が

多く見うけられる。
【適正苗立数:60～80本/ポ】

地域 品種名 播種 日 ぽ苗立数
燕市
燕市
巻町

こしいぶき
コシヒカリ
コシヒカリ

4/29
5/3
4/24

罠
υ

Ｏ
フ

コ
′

８

７

３

r″腱三菫」雪」」教zi」整Lは1奎L」整な重亜:ittti≧ζ送1めL、ュニ
=二

Qュ1

`Eと

丞」

`EIC生

11ユEL嘉≧臓i湛ンlsI主:う。_
ω除:艶:鐵i翅:二左1螢1墜:量:嘘1鑓ILI壁通 1艶1隆i置1堕

徹風 こ豊姿雄盤に盟 2鮭
湿燿レ 省露ガfF立つ″響
→ 田面を露出させない。ただし、低い部分が深水

になり生育が劣る場合はt稲の葉先が水面上
から確認されるまで時折落水・又は極浅水にし
稲への酸素供給を図る。

差翻レ カモ事″ゞF丘.つ
鷹宥

→ 深水にしない。田面の高い部分がヒタヒタ程度
に隠れる程度の水深とする。

ω 差塞鬱塑墾盤盪 1重L壼笠整整 |二盪曜饉上
着彦θ 富立戴ガシ■トル当たグ

`り
木ツ上の″響

→ 生育過剰で倒伏の危険性が高まる !

★★苗立数が多いほ場は早期中干しを徹底★★

く -1 > %に し

ヲ
″ヽ

し

コシヒカリ こしいぶき ゆきの精 わたぼう 大豆跡稲

75 55メーレレ当たり: :数 (本 ) 80 85 85

だ当たり茎 贅(ラ事) 265 280 280 180

<首立ち不良時の対応>
r′ソ苗立ち数は最低25本/ぽ (lmに8本程度)あれば、大幅な収量◆品質の低下はない。
2'苗立ち数が極端に少ない部分が面積的に大きい場合は、全面的な播き直しや、移植に切り替

えた方が無難である。

“

り部分的な追播きは生育ムラを助長し、品質低下を招くおそれがあるので行わない。

っ

仁
え

の散布は左ニユ塵曹のうち.L
二れ

=散
生する。

イ2'落水出芽期間が終了したら速やかに水を張り
翌日漏水漏水が少ないことを確認した後「直播
用除草剤」を散布する。

【使用方法は別頁「直播用除草剤一覧」を参照】
X薬〃″層″だ″、必プラベルを艦″ ′

51・ ア

ロスター 1

― ンDl
ンチャー 1キロ粒斉11.5kg/10a

●L≡L⊆≧Z2立〕認盪

`L上

理 速L以」二′2鬱詮
クリンチ・ャー'EW 100m1/10a

(10a散布水量:25～ 100じ )

●ヒ三■l塗業が残っ上場合
クリンチャーバスME液剤 l躍/10a

(loa散布水量 :70～ 100躍 )

●広:基基菫⊇豊遷墜b上場合
バサグラン液剤 500～700m1/10a

(10a散布水量 :70～ 100じ )

ク

の
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直播情報No3
巻農業振興事務所

茎歌過剰注意 r 早めに干して茎質向上 r

育概況(5/31～ 6/1 らの水管理

市町村 綸種 日
草丈
cm

茎数
本/ぱ

葉数

葉

★★直持木の全壼 1書 J~~~~  ~
早めの「ヤ千 じ・濤物 り」をお願いします !★★

r″

の

13 ～6.

5/6～5/15  6月 15～20日 頃(6.0～ 6.5葉 )

3.0以上 47下～75~~面明 T=爾爾琴m爾戸巧百粟ア
~

5/6～5/15 6月 10～ 13日 頃(5.0～ 5.5葉 )

※ほ蕩麻R電賓露

"事

:=でない暖需iT=・茎顕卿!ヌロ印:可な部分を見
て判断する。

※ 中干ししながら散布できる に切り替えを !

a史 :Ii」.基ェ:幽〔21盤i圏:璧」盤 :』:ュE豊1:」icと島:醐:麒!睦 :

堡2ぶ直接は移植に比べ浅根的であるため乾かし過ぎないよう
にする。)

ま室オf(コシ) 4/80 8 155

室村 (はえ) 4/26 218
市 (コシ) 5/3 18 109 3.8

4/29

注 ) りはえ・→はえ の

6/1 の

r百立数 6/1時点のご茎数 げ1時点の葉数

〃 ノJJ aθ
63 109 3.8

57 76 5.5

"
′fθ 4δ

中干し。溝切り開始期は7薬が抽出中の頃が日
安.ただし 首立数が多いほ場は、それより4～
5日 早めて実

.施
しよう!

く … 1 の

|`雀田‖目■出L

資整草対笙」

大豆跡稲コシヒカリ こしいぶき ゆきの精 わたぼうし
メートル当たり茎数 (本 ) 80 85 85 75 55

r当たり茎数 (本 ) 265 280 280 250 180

0●・

●

サ・―へ
。
ックスDXl lkg/10a ※ 以降

マメットSMlキロ粒剤   lkg/10a ※イネ5葉期以降
●Li■の.み豊望1霊1生:里i■2豊!ユ1塁程量|コ1夏′駐含

クリンチャー1キロ粒剤 1.5kノ 10a

●ヒ:≡しの望:巨1三菱[2、」墜]望憂:塾:X=上L⊆2」iヒ

`≧
クリンチャーヽEW 100m1/10a

(10a散布水量 :25～ 1002)
●L二」室選誕塑堕2止塑記含

クリンチャーバスME液斉l1 11イ /10a
(10a散布水量 :70～ 100H)

●広嵐離 皇2登ユ諺≧コ翌易金
バサグラン液剤 500～700m1/10a

(10a散布水量 :70～ 1002)

後期剤 (クリンチヤーEW、 クリンチャーバス
ME液剤、パサグラン液剤)を散布する場合
は・・・

化するため土壌処理剤的効果は期待で
し

は、あわてず急がず"ヒエの道応葉
"で、かつ"雑草が生えそろった頃"をみ

ザグラン液剤は播種後35～ 50日 まで
の使用期間であるため注意する。
③アゼナ・ホタルイの多発生ほ場は、確
除草を行うため、パサグラン液剤又はクリン
チャーバスME液剤で対応する。(中期剤で
は取りこぼす事例が多い。)

て散布する。
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<目 -1 中干し後の水管理イメ…ジ>

① 中干し終了後は間断かん水。
②間断かん水時は、最低でも溝や足跡に水が残る程度の水分を保つ。(乾かしすぎない)

③用水は下流域のことも十分考慮し、かけ流しは絶対しない。
④完全落水(水尻・晴渠の解放)は出穂30日 後とし、9月 以降のフェーン等の異常気象に備える。

0:平年より多発生

回:平年並の発生

△ :平年より少発生

①葉いもち
前年の伝染源量はやや多いと予想され、さらに平年に比べ3日 早い梅雨入りとなったことから、平場においても

今後の発生に注意が必要である。直播水稲は、移植に比べ生育ステージが遅く、稲体の葉令が若く軟弱なうち
からいもち病感染に好道な条件にさらされるため特に注意する。

②水稲初期書虫 (イネドロオイムシ・イネミズゾウムシ)

発生は少ないものの、一部の直播ほ場において「イネゾウムシ」の被害が局所的に多発生している。現時点で
食害株が日立つ程度であれば防除を行わず「中干し」を優先させる。しかし、本田畦畔際のイネを調査し50株あ
たりの成虫数が15頭以上の場合は早急に防除を行う。 ・

③カメムシ類
発生は平年並～やや多。 である。

り」を行おう!～
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中千し開始
直播は表層部の根量が多い。範かし過ぎぬよう常時適度な土壌水分を保つ !

6EFrr + 7A --+ 8E (HE#)6月 10日 前後

3
(出穂後30日 )

9月 (落水)

軽く足跡が着く程度まで範かしたら、日断かん
水へ移す.(落水出芽しているため比較的短
期間に中千しが終了する場合がある)

移植栽培では植え込み深さが2～4cm程度であるのに
比べ、直括栽培は覆土が0.5～ lcmと薄く倒伏しやすい。
また、本年は地力空素が例年に比べ多めであるため窒

素追肥は絶対に行わない。

基肥に土づくり資材 (ソイル元気・越のかがやき土づくり
肥料等)を施用していない場合は、出穂前40日 頃(7月

初旬頃)にけい酸加里30kg/10aを施用する。(特に大
豆跡等で稲体が軟弱な場合は積極的に施用する。)

追肥

融ヽ資材の追肥

6月 1日県 虫

予イネの病害虫名

葉いもち O O 0 0 O 0 0
ニカメイチュウ第1世代 △ △ ロ □ △ △ △

ツマグロヨコバイ □
r■
L」 □ ロ □ □ ロ

イネドロオイムシ △ △ △ △ △ △ △

イネミズゾウムシ △ △ △ △ △ △ △

斑点米カメムシ類 ロ □ □ □ □ 口 □

なお、除草方法は環境・景観に配慮し る限り「 つながります !～

瀬賀ロロ贅議
=

円 11.|:|!ll!|!|ユ
|:|!|:|:|!|!|:ll.1

下 越 中 越 鵞L;召 上 越 佐 涯



菫綱情帽‖

“
巻農業振興事務所

饉薇イネの穂肥対応こ今機の管理について

9 >

市町村 静●■
丈

■

草

α

茎歌

本/″
票数

― 葉
葉色
SPAD

岩室村 (ヨシ) 4′ヨロ)
~~~7

769 10.0
~~351

岩窮材は 汀 4/26 72 924 10.6 44.4
燕市←レ ) 5/3 66 436 10.1 32.1
虫之口1村 (ゆき) 4/29 69 502 10.2 38

年次

甕
H15
H14
1H13

H12

草丈

Ｃｍ一聘“53
64
62

茎数

』
４８８４５ｏ５９７佃

‥
鶴
ロ

10,1

9.8

1

葉色

ユ幽下36.8
32.4

30,4

出穂期

図墓塁塞
8月 15日

8月 8日

8月 6日

3月 8日

想生百 fE 弱 545 |.8 34

ヨシヒカリ湛水直播近年住による生育比較<7月 1百百時点>

:■■lLi由 iii:饉 ,i“出Lili由 ,ililil由 Lt

笹墜:聾狂」

:5月 3日 頃の田植え

2回 目穂肥時期 10●猥豪露用量1回

0～2kg

0～ 2kgこ | 7月 6
12～ 14 1～ 3kE8 フ

'月
1 ヨ 20 0～ 3kgL 7月 12 ヨ 8 3E

ヨ |～ 3kg7月 6 ヨ 28日 6～」 16～ 18ι
■̀ )し

コシヒカリ

24日
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市町村 ●口十日
軍 丈

cln =数本/ぱ
栗 数

葉

栞色
SPAD

岩室布 4′21 62 495 10。 1 34.2

碁 町 コシ 52 439 9.3 39,7
5/3 64 726 11 37

く 7 10日コ

1シーコシ助りはえ―はえぬき

:口l由出中 IIill自 由i饉1口:L

樫堕塑ヨ盪」

～気彙縁滉によ

“

出

…

が富臓す●ここが椰 l●●.今撮0■件情籠に十分■童ください。～

く

し、●い
=に

対織しようr～

軽く足跡が若く魯度までにかしたら、間断かん
水へ移す.(書水出芽しているため比較的燎
霜目に中千しが終了する●合がある)

直播は麦層部の根量が多い。乾かし過ぎぬよう常時速度な土壌水分
4黒つ '

8月 (出穂期) 9月 (落水)

(Hl穂後30■ )

3
6月 10日 前後 6月 下旬・―卜 7月

G) ++ tt$ -T *,tj;trifit) ̂
 
i,*o

②

③用水はド流域のことも十分考慮し、かけ流しは絶対しない。
Ci全盤丞Iコ饉肇■葉の解放)は出粛An目
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画粛鷹乾菫コシ近年■

年次

H15
H14
1H13

57
63

草 丈

囲国彊
59

本/ぽ

藤国獲
622

茎数

562
418

業数
業

国壺憂
10.4

10.3

10.0

葉色
SPAD
憂

=図35.6

36.5

32.6

出穂期

更襄翌亜
8月 18日
8月 12日

理 目 三 百優 58 545 9,3 34

幼
="曖

硼 2回目穂肥時期 10a■素施用量
コ : 8月 12日 7 日 8月 2日 0～2kg
こ |

壼 7月 10F 8月 1日 7 10日 7月 18日 0～2短

出 数 _30日 前 24E 前 20日 ■[ 18日 1宙 121 前 61 前

0.02cm 0.10om 0.2cm 4.0～ ,Ocm0.5～ 1.0●1■

止葉bぐ :
止‖ 事薔曇■10●m」始める 上虫摯耳日長‐10oい

園璽四



況【7月 8日

C=l基饉
・プラスタムによるいもち病感染好適条件判定で6月 25日 ～28日 :こ西蒲原を含む各地で感染好道条件が出現し
たことにより、現在直番水稲のコンヒカリで下業,■羅病が確認されている.特に、茎数過剰で軟弱な:ユ場は:工場内部
までよく観察する。 ぐ″だ″鮒のつオざ″年で夢言になってク巧″分1滋′斎′≫       ‐‐

発病が薇認されたら…。

==> 
菫L」堕壼鐘醸置主生.

0鉱菫菫
早生品種で発病を確認した。(発病株率4%)防 除水準には達していないが、大豆跡早生で葉色

`′

,濃 t,ヽ :=場
。こしいぶきは今後急激に進展することが懸念これる̀

ま
た、前年多発生した:=場は注意が必要.

0壺虫」塾ニムシ菫
各地の予察灯によるアカヒゲホソミドリカスミカメの誘殺数は多めであり、西講原地域は前年に比べ発生量は
多いε

くこれからのカメムシ対策>
0コ彊塾ユ鯉 麓 L鳳 lL」:0[]L」墜1盛底」_三型 」慶l団瞳 三

直構コシヒカリは出穂が遅いことを考慮し、薫刈り期間この後半を日途に味草を徹底する.

「倒伏軽減剤」はやむを得ない場合の選難策 :

墓

丈
数

色

1.Ocrn
75αη
l10～ 135本/m

(300～450本 /ポ )

SPAD 30～ 31
止葉第3葉→42cm以内

″″ァθβ″″″覇整く″
=rた

′
"麿

慮1貯>

:8ocm

‖
||

1.0～ 1.5om
70～75cm
135～ 150本/m

(450～ 500本/耐 )

SPAD~20再30~~~~~ ~
'正

案第3棄→42cm以内

②茎数:170本/m以上(550本 /ポ以上)

0業色:SPAD 32以 上

○葉身長:止葉繁●葉→45cm以上

上記の様な大型な稲姿になってしまつた場合
のみ、倒伏による品質低下を防ぐため「倒伏経
減剤」を菫期に散布する.

― ■出餞嵐越」踵菫自
スマレクト載剤  :出穂前20～ 7日
ロミカ粒剤   :.″ 25～ 10日
ビビフルフロアプル: ″ 10～ 2日
ビビフル粉轟DL: ″ 10～ 5日

缶
】
・
　
．
ｒ̈
・

」
―
　
・　
■

”
ｒ
　
　
．一

幼穂長
丈

数

葉」

「

:~

防除対応は地域によって異なることから、下表を参考に適期防除に努めましょう。
なお、基幹防除終了後も病害虫の多発生が懸念される場合があるため、今後の稲作情報に注意願いま十

.

●生LCヨ t.“ 001●E■
'

Υて・¨

虫防餘対応について・・・

_7/15～25 1 7/26～ 31 3/1～ 5 8/6～ 10 3/11～ 11 8/16～ 20
早生
中生 |:i:湿i:::≧

蒙J国ni:fi受墾:i::1::|

|よ準i薫:重 ::::‐則El露臓迩:L:‐ :無さ::

■いもち・カメムシ訪燎(個人防球) 1回 目(出穂～ 早生2回 目(1回日の10日 後)

中生1回 目(出彗期～租樹期)

●いもち・カメムシ防豫〈共同紡障). 回日(早生出穂～穂締期 2回 目(中生出穂～穂描期 )
(●コ01■■■,■■‐:

餞幡■●彙生が●睦 れる辱●

“

障凛

"=

粒剤散布適期 :出穂30日前～出穂期
粉剤散布適用 :出穂 10日 前～出穂直前
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4 直播栽培総合反省会 :10月 30日 午後 3時～午後 5時

出席者 岩室村直播研究部会員 18名  JA越 後中央岩室地区関係者 7名

巻農業振興事務所 2名 越後中央農業共済組合岩室地区担当者 1名

直播研究会委員 3名 計 31名

岩室村直播研究部会大岩会長の開会挨拶に続いて、直播研究会井上会長・ JA越後中央

岩室地区担当相沢理事の祝辞があり議事に入った。

1)本年度産米検査概況

a JA越後中央 :長谷川営農部長

経営改善計画書 (P。 21～23)に基づいて、経済事業の 15年度実績 と現状および

今後の課題について説明があった。

b 津幡米穀課長

10月 27日 現在の検査実績 (P.24～25)に よれば、最終的には集荷量は(ほぼ昨

年並みを達成できると思われるが、等級は 2等米が中心となる。数量は少ないが、「越

路早生」・「五百万石」。「わたぼうし」は 1等米比率が高かった。「コシヒカリ」につ

いては、 1等米 3.3%・ 2等米 53.9%・ 3等米 41.3%・ 規格外 1.5%と なつてお り、

1等米 0の集落 (4箇所)が有ったのは初めてである。特に松野尾地区で規格外が多

かったが水管理の不良によると考えられる。

岩室地区は、 1等米比率は平均より少 し良いが、 3等米・規格外が多く全体では平

均よりやや悪い。

出荷は規格外から早く処分し、全体的には少 しでも多く処分できるように、販売戦

略を考えることが大切と考えている。

c 片桐営農指導員

10月 20日 現在で岩室地区の「コシヒカリ」についてまとめた (P.26)。 例年は

上位等級米として 1等米比率でまとめるが今年は 2等米以上比率でまとめた。

1等米が出たのは4集落のみで比率は 3.7%に とどまり、 2等米以上でも 25.3%

であった。食味については 「こしいぶき」の方が 「コシヒカリ」に優るとの評価もあ

り、平均して両者に変わりがないとなつている。

また、台風 15.16号 が品質の低下に強く影響している。 (P。 27)

2)直播栽培の概況

a 斉藤普及員

今年の直播栽培の概況と来年度の目標 :今年の直播栽培の稲の生育状況を見ると、

(P.28～29)草丈・茎数 ともに過剰 となつてお り、早生品種では大豆跡が、「コシ

ヒカリ」では苗立数の 25本/m以 上が顕著である。生育経過としては点播の茎数増

加が条播より緩慢であるのが特徴的であった。
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葉色の推移から見ると、基肥の調整が必要と思われる。直播では移植より葉色を落

とすことが必要と思われるが、一回目の穂肥時に葉色が濃 く、穂肥が施せない状態で

あった。 しかし、後期の生育の落ち込みを考え 0.8kノ 10a程度の穂肥を施用した。

収量は西蒲原全体では移植の 84%であつたが、岩室の湛直では圃場間差が少なく

収量も良かった。

来年の稲作りとしては、倒さないことが第一で収穫時でも中程度の倒伏に止めなけ

ればならない。そのための「コシヒカリ」の基準としては、禅長は 92cm以 下・苗立

数は 20本/mと する。また、整粒歩合 75%と するにはm2 当たり籾数は 28,000粒

で、穂数はm2 当たり400本 。一穂 70粒 となる。

これを今年の値と比較すると、苗立数は 25/本 。穂数は 460～500本で多すぎた。

また、一穂 70粒 とするには穂肥が必要で、 1回 目の穂肥時の葉色は 28～30と しなけ

ればならない。その上で回場間差をなるべく少なくすることが大切である。

b 井上会長

直播栽培の普及面積は、平成 5年を最低として徐々に増加 し続け、平成 16年度に

は 1万 4千 haを超えたが普及率は 1%に達 していない。新潟県では普及率 0,91%

で全国の第 3位であり、北陸地域の伸びが著しい。これには富山県における「コシヒ

カリ」の直播栽培の安定化が強く影響 している。確実なカルパーコーティング・点播

による耐倒伏性の強化 。早播によるカモ害回避等が成功の要因である。

今後普及定着を促進するためには、第一に直播導入の目的をはっきりすることであ

る。水田機能を維持するための集落営農 0複合経営安定や規模拡大を実現できる総合

的営農効果 。施設の有効利用等のメリットを考えて導入する。次に、現場指導者の役

割が極めて大きいから、熱心な指導者を育成確保することである。さらに、グループ

活動により相互に検討 し合える研究会の組織化や女性の力の活用も大切であり、この

ような活動の基本として、直播栽培技術の習得が最も重要である。

c 鷲尾委員

点播の生育が条播より遅いのは、播種深度の深いことの影響が大きいと考えられ、

このような点播稲の生育の特徴を承知 して管理することが必要である。

今年の生育状況から来年の生育目標を、「コシヒカリ」を基準にして考えると、斉

藤普及員の示された数字が妥当な水準と見られる。すなわち、苗立数 70本/m2 。

穂数 400/m2 。_穂粒数 700m2 当たり 28000粒 で、千粒重 21gと すれば、

10a当 たり収量は 600 k g近 くなる。一穂 70粒を確保するには穂肥を適期に確実に

施用する必要があり、施肥法の検討が重要である。また、倒伏の防止には、確実に土

中に播種 し、初期の落水状態を十分に保つように注意 し、場合によっては園場内の溝

切 りも必要である。初期除草を確実に行 うことも大切で、水管理 との兼ね合いで判断

する。
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d 岡村委員

正確なコーティングが基本で、今年はコーティングが良かったので播種機の トラブ

ルも無く、播種深度も良く保たれた。播種時に表土が固かったので一時湛水するよう

にしたが、覆土されることなく逆に浮き苗を生ずる結果となり好ましくなかった。代

かき後は表上が固くならないうちに早く播種するようにする。

条播は播き溝に沿って早く分けつが出るが、点播は穴の中に打ち込まれ、種籾は周

囲を上の壁に囲まれているので分けつの出るのが遅くなる。

今年は、台風の被害が無ければ一年 目の湛直としては良かったと思 うが、今後の間

題としては雑草防除が重要であると考えられる。

e 農業共済組合岩室地区担当 根田和浩氏

農作物 (水稲)共済事業の内容 と16年度の経過について資料 (P.30～32)に基

づいて説明があった。

3)次年度の対策

a 中川営農企画課長

今年の直播面積は越後中央管内で約

“

haあ り、その 1/3が 20h岩室であった。

JAと しても導入の日標を一層明確にして、今後も積極的に普及を推進 したいと考え

てお り、直播による品質向上 。作期調整による危険分散を狙いたい。

JAでは今年から直播用機械導入の補助を始め、コーティングや播種の作業を集約

調整 して能率向上を目指す。また、既に行われつつある各町村の研究会を結んで連絡

協議会を設立する。

今後の課題としては、 JA職員の技術研修とレベルアップ 。直播用資材の斡旋・オ

ペレーターの技術向上 0作業料金の統一・直播米の特殊米としての位置づけ等を検討

していきたい。

b 藤田普及員

普及センターの次年度作付けに向けた対策案 (P.33)に ついて説明する。

(1)出芽苗立ちの安定化のために落水管理の徹底が必要で、特に大豆跡で注意

(2)苗立ちが多すぎたので播種量を少なくする。

(3)肥料の種類と施肥法について施肥パターンを提示するので検討 して欲 しい。

(4)除草法について使用する薬剤と体系処理の方法について検討する。

(5)前年の落ちこばれ籾の出芽が多いので、対策が必要。

以上が特に注意すべき点であるが、普及センターで基本技術に則ったマニュアルを作

成・提示するので、基本を守った栽培を心がけて欲しい。省力化はある程度進んでい

るが、コス ト低減の努力が望まれる。

c 片桐営農指導員

本 日の検討結果を踏まえて今後の勉強会でさらに検討し、疑間を無くして来年度の
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栽培に取 り組みたい。そのために、今年の栽培経過 (P.3牛40)か ら考えられる意

見や要望を普及センターヘ伝えていただきたい。

最後に藤田副部会長から挨拶があり終了した。
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1、 経済事業改革指針、15年度部門損益実績及び個別指導指定について

(1)指針抜粋

(2)平成15年度部門別損益実績

(3)個別指導指定

2.現 状及び課題について

(1)JA全体

(2)経済事業

3.取 組みについて

(1)JA全体

(2)経済事業

別紙①(実践項目)

別紙②(収支計画)

経済事業改革指針に基づく
経営改善計画書

平成16年 10月

越後中央農業協同組合

て
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1.経済事業改革指針、15年度部門損益実績及び個別指導指定について

(1)

当JAは上記の(2)①に該当。

(2)

(3)イ固別才旨導i旨 定

『トータル純損益』が▲45,207手円、かつ、『生活その他事業』は▲282,501千 円で赤字額が自己資本

の1%(80,365千円)以上になり、当JAは 、経済事業改革指針に基づく個別指導対象JAに該当し、中央

会およびJA組織整備 '経営改革推進本部より通知がなされ、経済事業改革に取り組むにあたり、個別

指導を受けることとなった。

「経済事業改革指針」財務目標、経済事業の部門損益

(1)部門損益の目標

経済事業の部門損益 (農業関連事業・生活その他事業)について、それぞれ以下の目標を設定し、全

てのJAにおいて、原則3年以内に収支均衡を図る。

「農業関連事業」 共通管理費配賦前の事業利益ベースでの収支均衡。

「生活その他事業」純損益ベースでの収支均衡。

(2)個別指導を実施する基準

中央改革本部と県改革対策室は、以下の基準に該当するJAについて個別指導を実施し、JAと一体

となつて収支改善に取り組む。

①トータル純損益が赤字で、かつ、農業関連事業 ,生活その他事業の赤字が自己資本対比でどちらか

△1.0%以下(赤字額が自己資本額の1.0%以上)の JAに対しては、県改革対策室が収支改善に

向けた指導と進捗管理を行う。

②トータル純損益が赤字で、かつ、農業関連事業 ,生 活その他事業の赤字が自己資本対比で両方とも

△1.0%以下(赤字額が自己資本額の1.0%以上)の JAについては、県改革対策室と中央本部が

区分 合計 信用事業
|

|

共済事業 1 農業関連 生活その他 営農指導

事業収益 ¬3,952,878 2,53o,1401    1.256,221 5,537.326 4,566.531 62,660

事業費用 9,676,196 1,230,749 97,478 4,222,992 3,872,312 252,665

事業総利益 4,276.682 1.299.3911    1,158,7431    1,314,334 694,2191   ▲ 190,005

事業管理費 4,373.585 1,131,530 1,356,257 926.512 274,068685.218

(うち共通管理費) 1,058.313 280,982
: |― ‐

 .‐ 2391602‐326,913 164,568 46,248

事業利益 ▲ 96,903 167.8611   473.5251: :▲ 41,923 ▲ 232.293 ▲ 464.073

事業外収益 1131981 26,873 46.60423.098 13,605 3,801

事業外費用 42,460 9,628 1 1,201 I 13.409 6,638 1.584

経常利益 ▲ 25,382 ▲ 225,326|181,3311   489.1971  ▲ 8,728 ▲ 461,356

特別利益 73,469 16,633 11,424
|

1e,5o7l zi-ogi' 3,210

特別損失 93.296
-r41,

4,077

税引前利益 ▲ 45,209 76.0 483,0731    ▲ 13,217 L zzl,4osl r, 462,723

:  ‐|▲ 1`2821501‐

営農指導部費
配賦後利益

‐ .‐
li▲ 45,207 95,461 430.786 ▲ 288,953|

|
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2 現状及び課題について

(1)JA全体

個別指導基準は『トータル純損益』の赤字▲45,207千円、かつ、『生活その他事業』の赤字▲282,501

千円となり、個別指導対象となったが、『生活その他事業』の収支改善は個別指導に関わりなく、18年ま

でに収支均衡を目指し、全JAと 同じく改善に取組むこととなつている。しかし、『トータル純損益』の赤字

は、JA運営上に与える影響を考えたとき、単に1事業部門の赤字というレベルではなく『トータル純損益』

赤字解消が、経済事業改革案の策定と併せ、今年度の最重点課題と考える。

上記表のとおり、赤字要因は貸側引当金の増加によるもので、引当額は2年連続で3億円以上増加し、

事業総利益、信用事業総利益の減少額とほぼ一致している。14年度は、事業利益で取込みができたが、

15年度は、事業利益での取込みができず、結果、繰延税金資産の取崩しもあり、4億円余の赤字決算と

なつた。16年度決算においても貸倒引当額が大きく影響するは、7月 末基準資産査定結果による繰入額

(1327百万円)からして明白であり、16年度決算も貸倒引当金しだいということになる。

貸倒引当金増加の要因として、景気低迷、農業生産物の不振、担保農地等の評価減、引当率などの

制度改正等がある中で、厳格に区分・分類を行つたことにより引当金が増加したもので、言い換えれば、

債権管理、資産査定の認識、体制に不備があつたとも言える。体制強化は、今までも人的な強化・事務

レベル向上の取組みなどを図ってきたが、当JAにおいては、16年度決算上の取組みと今後に向けた信

用事業伸長、貸出審査体制の整備が必要と考える。

また、総体的な経費削減、事務リスク体制強化、専門性発揮に向け、支店体制再構築に取組む必要が

ある。

(2)経済事業

経済事業の部門損益目標の数値は『農業関連事業』197,679千円、『生活その他事業』▲232,501千 円

となっており、『農業関連事業』は目標をクリアしているが、『生活その他事業』は目標と大きな開きがあり、

『生活その他事業』の収支改善が、当JAにおいては、経済事業改革指針に基いた取組みの主体となる。

『生活その他事業』の内訳は、「生活資材▲106,017千円」「燃料▲109,172千 円」「車両▲8,498千円」

「食材▲10,266千 円」「福祉▲39,370千 円」「旅行▲9,177千 円」となつており、「生活資材」「燃料」2部門

で赤字額の76%を占め、収支改善のポイントとなる。

「生活資材」は、JAの使命として終了した部分もあり、事業縮小。品目の絞込みを行い、JAの基幹であ

る営農。生産関係に集中する必要がある。「燃料」については、利用者層の変化(農家の減少・郊外への

通勤者の増加)もある中で、従来からの小規模施設での運営を行つており、価格競争も相侯って利幅の

減少に葉がつているc抜本的な施設・運営形態見直しを行う必要がある。

また、各事業全体にわたり、従来と変わって非常に多様化している組合員ニーズは、もはや「広く,浅く」

では対応できないと考えられ、実務においても複雑化しており、専門(スペシヤリスト)が求められている。

上記を解決するためには、施設。人員の集約・再配置を図り、人的確保(スペシヤリスト育成)とコスト削

減に取組む必要がある。
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前年比 13年度項 目 15年度  1  前年比 14年度

事業総利益 4.276,682 94%| -278,726 4,915,89793%| -360,4894,555,408 |

(信用事業総利益 ) 1.299,391 82% -352,944 1,960,23081%  -307.895 1,607.286

-349,191 4.826,789事業管理費 4.373,535 98%| -104,013 4.477,598 93%

-11,298 89,108事業利益 …96,903 -125%  -174,713 77,810 87%

経常利益 -25.3821 -1 s9( I -r 90.287 164,905 82% -37,054 201,959

111% 21.505 192,247税引前利益 -45,207 -21%・ -258,959 213,752

-148,631 150,438当期剰余 -436,637 -438,444|織離輝 1,807 1%

(貸倒引当金 ) 1.124,1821, 154e6 i 395.043 362,668 366,471729,1391  199%

|

1



6.

16年産米検査実績・等級比率集計表

品種名 1等 2等 3等 規外 特上 総計 1等 2等 3等 規外

75.0%ヒカリ低化 11,659 149,41 37,063 979 199,111

2,626 23, 23,1 526 50, 47.

82.1 13.2,1

219,910 241,927 480,91 45.`

3.3% 53.91XI 41.3%4'lt 23,805 394,904 302,449 11,1 732,321

61.5%こしいらヽき 37,554 91,017 19,Oi6 449

ゆきの精 10,731 93 47,4 71

あきたこまち 6, 14. 57 28.3,819 1,886

30.6%ひとめばれ 33,413 15,771 11

越路早生 60 1∞ .0%

せじまん 971

トドロキヮセ

8.1 11.8%カリ 3,914 58

5.新潟早生 187 10

味こだま

キヌヒカリ 11

キチカラ

はえぬき

尾 159

どんとこい 219 501 47

ミルキークイーン

チヨニシキ 104

新潟71号

混合米

その他うるち 7321 121

6.うるち計 583,095 301,371

64.1 1.9% 0.1五百万石 6=457 374 19,1

たかね銘 319 15.2%

一本〆

酒計 62.0% 0.112,356 6,776 446 12

こがねもち 2,450 131 3,181 5 19,41 71

わたばうし 15,799 34 24, 63. 0.1

ヒメノモチ 11 31

ヒデコモチ 38 100.0%

80.6% 11■
'つ 847 1,051

|ち 99 41.1

Ｊ
Ａ
米

・
一
般
米

・
加

工
米

。
そ

の
他

もち計 45,' 51

総合計 9,1% 56.3%613,404 1,090,421
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制度区多

0.5'5.99

5.2' 46.2つ減瀾

無 無 9C 1,78〔 290 4.49

50.31 2.0`―鯛 9,424 9,658 2.09

0.39148,03( 25,4'

5.69 22.6' 0.2'2,67( 33,976

99〔

2,24C 51,53` 4.錦 64.31 0.2`

6(

29.6,40〔 1,38( 70,4,

解

“39〔 42 4,931 79.2, 0.91

94.99191

23.5, 76.5'8` 274 351

55″ 554

67“ 6,86( 25,901 2.69 70.9' 26.5'

100.0'

8.69 43.7143 239

271 30.59 69.5'8:

18.99 81.19561 2,43〔 3,00〔

〔X).鶴 22.8'
´
8.6'857 1,40(

56.99 35.3'68,55〔 11,97〔 1,025,001

5Z 33.6,

37( 84.8'57

7:72

黎 19,64ど 34.5, 2.39

12.6' 0.0'

34.6'8,57ど 386

63.61 36.49

31

79

6( 58.99

0.218,32〔 23,53〔 3,80C 40劇 8.3,

33.5,99,242 365,62C 5」



H16年 産コシヒカリ支店別集計表

【 10月 27:1

支店名 1等 2等 3等 規外 1等比率 2等比率 3等比率 規外合計

3.6%

0.0%

`13.5%

0.6%

2.1ヽ

0.01

巻

角田

松野尾

峰岡

漆山

福木岡

ｌ

　

　

　

　

　

　

Ａ
，

　

　

ハι

6,656

791

1,389

11,l17

7,193

5,807

41,202

684

4,359

10,430

48,374

2,259

1,768

4,176

120

1,182

49,640

1,475

10,290

21,691

56,749

9,30

0.0%|

0.0%

0.6%

0.1,D

O.096

13.3%

13.4%|

53.6%

13.5%

51.3%

12.7%

62.4%

83.0%.

46.4%

42.4%

48.11

85.2%

24.3%

巻計 1.339 5.1ヽ32,953 107,308 7,546 149,146 0.9% 22.1% 71.9%

岩室

和納

1,775

28

10,899

2,026

21,875

12,711

1,944

504

36,493

15.269

4.9q`

0.2%

29.9%

13.3%

59.9`

83.2%

5.3%

3.3q6

岩室計 1,803 12.925 4.7134,586 2,448 51,762 3.5% 25.0% 66.8q`

弥  彦 2.302 30,226 21,980 13 54,471 4.2% 55.5% 40.3% 0.01

分水

国上

島上

3,752

2,909

3.112

15,646

36,258

26.132

0.1%

0,1%

0.0%

1,123

8,130

4,178

15

35

20,536

47,332

33,422

18.3%

6.1%

9.3%

76.2%

76.6q0

78.2%

5.5%

17.2%

12.5%

分水計 9,773 78,036 13.431 50 13.3% 0.0%101,290 9.6% 77.0,6

吉 田

粟生津

米納津

901

1,817

364

16,732

32,165

19,429

11,975

8,441

18,253

401

72

328

30,009

42,495

38.374

55.8%

75。 7%

50,6,6

39.9%

191踊

47.6%

1.3%

0.2%

0.9%

3.0%

4.3%

0.9%

吉田計 3.082 0.7,168,326 38,669 801 110,878 2.8% 61.6% 34.(嘉

35,141

19,074

194
黒埼

鳥原

黒鳥

1,521

1,562

8.259

21,208

6,632

10.284 55.4%

36.5%

24.3%

0.3%

畷
一　
■

ｎ
Ｖ
．　
　

υ^16

58,064

27,268

18.659

2.6%

5。 7%

0.09`

60.5%

70.0,6

44.5%

黒埼計 3.083 62,474 38,124 210 103.891 3.096 60.1% 36.7% 0.29`

味  方 105 21.069 25.928 0.20`95 47,197 0.2,` 44.69b 54.9%

潟 東 799 14,588 17.010 52.5% 0.0%32,397 2.5% 45.0%

月 潟 510 10,603 426 11.539 3.7% 0.0%4.4% 91.9%

中之 口 1.009 63,704 5,037 69,75C 1.4% 91.3% 7.2% 0.Oγ

総合計 23,805 3.3% 53.9% 41.31 1.51394,904 302,449 11,163 732.321
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出穂期 10日 前後のスタークル粒剤散布
は空散並みの効果がカメムシには期待
できます。空散中止地区の岩室地区で、
カムメシの被害が軽微で した。
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西蒲原地域のおける高位安定生産を目指した適正生育量の検証

1_草丈の推移(早生)

西蒲原農業改良普及センター
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農作物 (水稲)共済について

■ 事業内容

① 災害による水稲の減収量に対する損害の補償

(一筆方式)

② 災害による水稲の減収量及び品質の低下を伴う生産金額の減少に対する損害の補償
(品質方式)新方式

■ 引受方式

水稲作付計画書で作付面積が 35a以 上の農家は当然加入です。

加入方式 補償割合
支払開始

損害割合

評価の

単位
被害量の算定 補償の対象

一筆方式 7割 2割 ほ場単位 ほ場ごとの減収量 収穫量の減少

品質方式 9割 1割 農家単位
農家ごとの減収量

と生産金額の減少

収穫量の減少ま

たは品質の低下

を伴 う生産金額

の減少

※ 評価の単位が農家単位であるため、役場水稲作付計画書 (水稲細目書)と 基準単

収が整合性のとれる農家。

※ 品質方式を選択できるのは、過去 5年間において収穫物の概ね全量を農業協同組

合等の共同乾燥調整施設に出荷し、その出荷資料の提供が得られ、今後も概ね全

量を農業協同組合等の共同乾燥調整施設へ搬入することが確実であると見込まれ

る農家等。

■ 補償内容

①基準単収

(1等級)

5 7 1kg

4 8 5kg

4 0 0kg(①の 7割 )

3 4 0kg(①の 7割 )

4 5 7kg(①の 8割 )

3 8 8kg(①の8割)

2割 を超える被害から共済金が支払われます。

ただ し、補償の最高額は 7割です。

グラフで見る共済金増加のイメージ

20  30               1CЮ%
一筆 当 りの損害割合

一般田

直播田
共

済

金

の

支

払

割

合

②引受単収

③支払開始

収  量

一 絆 m

直播田

一般田

直播田

0
E
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④共済金額

皆無の場合

226円 /・ l kg

一般田 90,400円 、直播 田 76, 840円

■ 掛金等

掛 金 10a当 り

賦課金  10a当 り

※掛金の国か らの補助は 50%で す。 (実掛金は一般田で402円 、直播田で 340円 )

■ 引受から共済金支払いまでの流れ

L_査

201円 (一般 田)

170円 (直播 田)

300円 国庫負担

201円

農ま負担

201円

工虚墨査費醒農
水稲作付計画書と同一内容で引受

7月 23日

8ノ23、  8ノ29、  9ノ5、 9/12、  9ノ20

8/25、  9′ 1、  19/8、  9ノ 15、  9ノ22

評価 日当日か翌 日実施

11月 上旬

⇔ OSAI

申告ほ場を全実測

申告ほ場の 2～3割程度実測

総合調整選別機

連合会との抜取調整

:纂撃:喜141翼

↓

難難轟轟斃難
馨1:轟:1111簿:警糠
↓

凄1鐸:難 :蒙薫
↓

藩蕪硝1謝警
↓

紹 :::轟 |:■糠
↓

達:合1会1羨議|

↓
:篠:繰:■裁蒙
↓

継:::難 ::::1議:離

圏 ⇔

(階層ごとにプラス、マイナス調整を行う)↓

競:磐1覇零1獅転:会  11月 8日

↓

導11'彗:■会  11月 12日 (予定)

|

↓

国か らのマイナス修正 ・…・…・ 災 害 特 例  皇誼主

↓

共議金あ支払  12月 中 (例年は 11月 中旬 )
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地区名 戸 数 筆 数 面 積 (a) 備  考

燕  市 9 35 250,0

岩 室 村 21 122 2.393. 5

弥 彦 村 3 15 299。 4

分 水 町 11 26 317. 5

吉 田 町 4 6 157. 2

巻  町 9 27 573.0

西 川 町 10 30 180.0

黒埼地区 13 99 986. 3

味 方 村 9 18

潟 東 村 8 31 294。  2

月 潟 村 5 13 123.2

中之 口村 8 39 370。  9

合  計 110 461 6,394. 1

水稲損害評価明細表

損害評価申告明細表

西蒲原農業共済センター

西蒲原農業共済センター

共済種類 戸 数
筆 数

(棟・園地)

面 積

(D
支払共済金 備 考

畑作物共済

(大豆)

154

4

2,414

262

21,655。 7

1,775。 5
下段は岩室村

園芸施設共済

(ハ ウス)

236 292 22,165,361
半年間で昨年の 2倍

評価

果樹共済

台風 に よる評価 回

数 は通年の 6倍以

上。

-32-
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次年度作付けに向けた対策(普及センター案)

平成 16年度反省会 次年度の対策 具体案

1.出芽期間中の「落水」不徹底 落水を徹底するための条件づくり
①大豆跡ほ場の回避
②丁寧な代かき実施
③秋耕により浮わら防止

2.出芽期間の長期化 催芽の実施
24hr30℃の催芽で出芽期間の短
縮を図る。(短縮効果の予測→2

～3日 程度)

3.苗立数の過剰 (岩室村の苗立
数―>20～30本/m)

苗立数の適正化 (目 標苗立数=20本/
m) 108播種量20%減量 (2.5kg)

4.葉色濃く生育過剰 基肥量及び肥料銘柄の検討

①移植基肥N量に対し20～30%
減肥の厳守
②V字型稲作への回帰
。化成肥料・LPS100主体銘柄の
使用)

5。 中千しの遅れによる生育過剰
直播の適正生育量に見合った中干し

判断法の習得
85本/mの茎数が確保され次第実
施

6.雑草取りこぼし 除章剤効果を高めるための条件づくり

①SU抵抗性雑草対応除草剤の
使用
②大豆跡ほ場の回避
③5月 10日 頃の播種
④除草剤散布後の落水防止

7。 「播かず」の多発生 前年度作付け実態を考慮し計画樹立 ①作付品種の一定化 (特にもち品種)

②秋耕の実施

8.稲姿の個人差大
本年同様に施肥量、栽培管理・方法の
統一化で、安定的に高品質直播米を生
産

①基肥量・肥料銘柄の統一(V字
稲作の基本を励行)

②播種精度向上のため、春作業
(カルパー、播種″)の組織的対応と
オペレーター養成
③除草剤使用方法の統一
(数パターンから選択)

③多収穫意識の解消(転作15%
カウントメリットの再認識)

10。 低コストメリットの拡大
播種作業受託体制OA主体)による機
械利用の効率化とオペレーター養成

①JA受託体制の強化<本店・支
|

店の役割分担明確化>    |
②l台当たり直接機械の作業面積|

20ha以上確保<10a作業料金に|
還元>
③カルパーコーティング・播種作
業のオペレーター養成研修の実
施で、受託の信頼性を高める。

11.新技術導入に向けた更なる
研究 研究部会が主体となり研鏡

①播種機研究<個人で行うので
なく部会で取りまとめ実施し情報
交換を積極的に実施>
②施肥試験<西蒲原の肥沃な土
壌に適合した肥料銘柄・施肥量の
研究>

-33-
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直播栽培を実践して感じたこと

大豆跡のため出芽後の落水は2
日程度でひび割れがひどくなつ
た。そのため、湛水に切り替えた
.ため種が流れた。高い部分には
1種がなく出芽がまばらになつた。
1播種量は適正と思う。

―-34-

日(a) m

4員 4月
砕 土 4

スーハ
~―

号

ス カ 号

播 種 日 4J■ 25【ヨ

や 》」ロト

中 干 し整 7日 GH

lk皮

7日 5月 8日

散 布 日 5H18日

日

10日

穂 捕 い期 4日

10



直播裁第耕種概要一籠 <
1′」F勺  工5巧貞 :」 大 岩 富 男 い わ む ろ 鏡 潟 生 産 組 合

こし1
姜 こ | ′い′Sミき

萄E(al
X X

4月 4 13

4 24 30
4「 2“

播
種
前
作
業

尿素イ3成4 ,号

26～ 29日
:(kg 30

基

肥

グ肋 穂

6J 26 12

:(kE10a

穂
肥
①

アラ|

7月
´

18 ヨ

(kg 11 0

穂
肥
②

11 )a N

(kgi10掟

穂
肥
③

1( 8N

kE)

播

種
1()al 3.7

出

芽 m

乾 かし1
ξ完全

｀
～ E 常

18

メテし Fの ぼ|

′後～

出 亀‖菫コシと の水 管理

水
管
理

8`

キックハ
‐

. lkE :耐 リーンDlkEl寝H *.tin-l '11α 剤

lkg
5`

[剤 イネク
‐
リー:

1」

5メ 12
ME瀬耐

除
革
剤

7F 30 日
①

カス
・
ラフ
・
トレホ

ロ
ン1 ,l    力̀ :・ンソ

・
ル,ラブトレホ

・
ンゾル

8. 10 17
②

ル・テ

病
害
虫
防
除

い

稔
摘

くfl) 2(

収
量

・
品
質 ミ黒

直播裁培を実践して感じたこと

O大豆跡のため水管理が大変で
あつた。
O初めての載培のため、きめ個か
な指導が良かつた。これならばこ
れからも出来る様な気がする。
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前年秋耕
暮 難

砕 土

代 か き(1)

代 か き (2)

代 か き (3)

肥 料 名 な スーハ
~―

テ 11■

薇 用 月 日

10
10a Nl[(kE) 1.5

肥 料 名 :エース

施 用 月 日

10
10a N■ (k2) 1_5

ン444 種肥特 2号
願 用 月 日 4日

1.5

肥 料 名

薇 用 月 日

播 種 日 ～ 29日 4H30日

出 芽 状 況 薔

中 干 し饉 了 日

憂 測 名

10教 布 量 、2 (1:

磁 石 日 1日 5月
馨 ヨ 名 ク:Iン手ヤー

10a散布 詈 lk2
散 布 日

,:lン チヤー′

108散布 量

散 布 日

散 布 日 日

藁 剤 名

ヨ日F日 171」

藁 耐 名 MRシ
‐
]――カーEW MRシ

‐
ョーカーEW

散 布 日

:□日1名

艮 否

種 撒 い 期 8月 7日
ぶ猛 数

475

櫓 番 等 級

格 落 理 由



16年度 直播栽培耕種概要―覧 <
項 目 い わ む ろ 鏡 潟 生 産 組 合 い わ む ろ 鏡 潟 生 産 組 合 野 水 作 一

:まえ五函
『

~~~~~‐
コ コ

=カ
リ

110

4 日

4F 19日
1日

1日

播
種
前
作
業

___A=ご
=発

肥1¬事
~~~

―ハ 1号 1

4月 26日
~

4 291
10a施用量 (kE 20 20

基

肥

3.6 3.6 5,4

銀洒 ス 越のかがや
8 25日

10a施用量 (餞 20

穂
肥
①

1.1

8J 4日
10a施用量 (嘔 : 13

穂
肥
②

1.1

穂
肥
③

4月 26日 5タ 2日
カルハ

・―粉衣比コ 2倍
播

種
3

出

芽 77:当たり出芽

朦 F落水
6J 6 9日

6. 18日

中干し後 ～出

3/"まで深水、8 )とは自然落水

水
管
理

盤汗 万面 画

「

~
lkg 腋 q

5月 15日 5タ 18日

6F 20日

除
革
剤

石
｀
、 7月 30日 31日

カスラフ
・トレホ・ンツ`ル カスラフ

・
ンソ

‐
ル

'・

ル・モンカ'―ドソ・ル
8月 17日 8f 17 8J 10日

夕
‐
ントツフロアフ

・MRン
‐
ョーカー1日Ⅳ ル・テ

‐
ラウスフロアフ

・
ルMRブ :

病
害
虫
防
除 ③

8′ 13日

穏
捕
い

4 10

Ю

2

収
量

・
品
質

ミ熟

直播栽培を実践して感じたこと
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鳳ta)

前年秋耕

代 か き①

代かき②

代かき③

肥 料 名

施 用 月 日

肥 料 名

隠 用 月 日 5日

10a N量 (k」

肥 料 名

施用 月日

110a N量(睦)

肥 料 名

麗 用 月 日

機種 日

出芽状況

藁 ヨ 名 イネク■1-1 イネク■1-

磁 布 日

藁 薇 名 ク:jン子や―′

10a散布 番

散 布 日

薬 爾 名

10a敢布 置

爾日F日
爾口F日
藁 割 名

散 布 日
薬 ヨ 名 ―EⅣV
散 布 日

藁剤名

良 否

穏相い期
ぼ租 数

横 憂 等 級

格 落 理 由



平 成 1 年 度
項 目

く 4´>
堅予ガくJ薬 ―「F 草 野  剛 田 辺 正 英

コ
=F

a 94
D

4 17日

26日

播
種
前
作
業

― ハ スー′ゞ―
: 31号

4 26日 4 13 4 26日
レ

『
30 20 26

基

肥

N 5.4 L6 4.7

越のか , =やき肥料
26日

kg' 7 16-卜 16

穂
肥
①

).84 0
越のか ,

(やき肥料 越のかがリ

8 2日 8
8.3

穂
肥
②

0.8

3
穂
肥
③

0.6

4 26日 4F 25 4 26日
rP^--Ul*. 2

kr'10a 3
出

芽

小ヒビが入る.

芽後 ～中 = 常顧浅 水

9日 6 15日
71

18日 6. 12日 28日
中 = 455

3/19フエーン時に:湛水 (白穂発生)

水
管

理

イネ1 ′01贈粒剤
kg lkg

ｒ
「Ｖ 10日 13 5 13日

わ 1峰粒剤 ′11

鱈

12日 10日

クリ:

)Omi lkg ス フギット処理 )

除
草
剤

15日 14日
7 31日 11日

「ル・モンカ・―ドソ
・
ル トレホ

・
ン

10日 31日
夕
‐
ントツフロアフ

‐
とゴリウスフロアプル カス

・
ラフ・トレi

8 10日

病
害
虫
防
除

,・ テ
‐
ラウスフロアフ

‐
ル

ξ長

い

穂
機

101

323
142

収
量

・
品
質 ヨ粒

直播裁培を実践して感じたこと
大豆跡のため、代かき直後に播種
を行つた。(4/26午前に代かき、午
後播種)
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コ ラ
=力

lJ

=フ
リリ

前 年 秋 難

春 耕

砕 土

代かきくつ
代 か き②

代 か 青0
肥 料 名 スーハ

~―
元 肥 1晏

願 用 員 日

10a N■Кkう

緩 :議峯

施用 月 日

10a N]L(kE)
曖 露 名

議 用 月 日

10a Nf啓〔kE)

相闘頭日

2 2倍

出 芽 状 況

7日

薬 配 名 クリンチヤー c粒剤 イネク
‐
リーL

10a散研F」E 1厳
散 布 B
桑 剤 名 イネク■1-

400m!
散布 日

薬剤名 クリンチヤー′

10a散布 曇

散 布 B
数 凄F自

薬 覇 名

数 帯:霧 8月
薬 爾 名

散 布 日

藁剤名

艮 台

糧 覇 い期

『T'穂菫

検査等級

F,



項 目 小 林 博 紀 中 村 盛 夫
コ:ンヒカリ コ コ 】リ

95
前年秋 X X

4 4 日

4 日

………準な菫

`

4 26 4 26日
4 26 ヨ

播
種
前
作
業

肥料
`

.1,-n'-:元肥1号 饉のかがやき有姜二E■スーバ
・―二肥11 スーハ

‐
―jモ ]1号

4 27日 ヨ
L『10a施用量 1

'0kr.

基

肥

10a N量 ( 3.6 民
Ｖ
．

;.4

肥料 , 越のかが
'

`エ

ース ケイ 口里
24日
5 20

穂
肥
①

10a N量 ( 0.6 0 0
肥料名

′ 流し込み )

施用月■
10a施用量 10

穂
肥
②

10a N量
肥料 1

施用 月 日
L●10a施用I

穂
肥
③

10a N畳 (

4. 4
2`

L″

播

種
3 3

出芽状瀬出
芽

小ヒビが入る
時折

Ｌ

』 時折 西だ
……・~

10日 6

18日 6 10E 6′ )日

中干し後～ 深水気味 1落水 6/末までヨ詢 (、 7

出穂後～メ
・・フエーン峙湛水

水
管
理

完全落水 9 〕日
薬剤 , イネク

・
リー:′Dlキロ粒隔

~
イネク

・
リー: キロ粒割

10a散布 颯 (g l kE

散布 E 15日 5 14E 5J
薬剤 : ― ヘ

10a散布|
散布 E 18日

薬剤
`10a散布

除
車
剤

31日 7 31①
薬爾 :

'・

ル・モンカ
・―ドソ

・
ル

散布E 8 10日 8 10日 8 )日

夕
‐
ントツフロアフ

・②
薬編

`
,スフロアフ

・
ルル・デデ

散布T (3 1日 | (3 下
~~~

病
害

虫
防
除

薬剤 : ゴフリ|

穂撤し`
い

穏
揃

ボ穂

425 411

136

未検査 有米等 )

収
量

・
品
質 格落理 E

直播栽培を実践して感じたこと

0播種量が多すぎ宙立過剰。(乾

てさんざんであった

)

り組みたい。
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臓(a,

代:かき③

藉 用 月 日

20

グル
施 用 月 日

》多

浅水閥断灌水、

イネク
~リ
ー

1厳

散 布 B
散 布 日 11日

艮 否

検査等級



工頁 日 樋 口  宏 成 田 正 幸 小 林 豊 秋

コ ` コ :

播
種
前
作
業

X X

4 20 4 201ヨ
4 16

24 4 24 4 17日

4 日

基
肥

越のかが」
機基肥 l-n"-; 31号 スーハ

‐
―ラこ 31号

4 3 4 26 4 )日
17

10a N量 (kE 1.7 4.5

穂
肥
①

ハ ■ 憐加 :

:2季許 L安 2号
30
20 4

10a N遍 1(kE 0

穂
肥

②

越のかが」
ハ 4

29 12日
13

10a N量 (kコ

穂
肥

③

:81 スーだ―
i ミノ3号

8ナ 7/30   3/9
Ｅ
「Ｖ 12 8

1∝ N量(饉 .9

播
種

4「 4 29日
軍 2.

2.5 3
出

芽

水

管
理

小ヒビが入る 乾 かし| 下完全 乾 か
'

て不完全
常 躍 時 蘇

:落水
6 14日

溝切り実施 6 11

16 6. 28日

中干し後 ～出 4-5日 に1日入水、入, に後自然藩水 1週間に1 10cm湛フく、i 3～ 4日 落水
出種後 ～刈 上記と同様〈乾かし過1 時々水を入, tを繰り返す ‐ ●●●水、●～4E薔水

…

めにな
`霙=

完全落水 E 20

除
革
剤

キックハ
'4'lkg

:剤 キックハ
‐. lkg [劇 イネク

~l

10a散布 1ヒ lkg tg

5 15日

贈粒剤 サ
・―へり1 DXlキロ粒剤

10a散布 嘔 lkg ([

22 5. 19

10a散布 :

ヨ

病
害
虫
防
除

①
7J 31 31日

カス'ラフ
‐
トレホ

・
ンツ カス・ラフ

・トレホ
・
ン′
・
′,・モンカ

°
一ドソ`ル カス

・
ラフ
・
トレ

②
8 10 10 8 10日

'ウ
スフロアプル ラウスフロアフ・ル

②

薔
揃
い

穂縮い 8 16 ヨ

収
量

品
質

10a実収(腋 390 3121 )mm調製)

10aクズ米憂 k皮) 88 80 )0

除 素 熟

直播栽培を実践して感じたこと
0乾田宣播に比べ湛水直権は楽
0水管理の失敗で根が傷んだ
0稲わらが浮かないよう代かきを
したほうが仕上がりがよい
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コ ら 三カ :J

a♪ 160
前年秋耕

春 耕

砕 土

代:かき (1)

代かきC)
代かき(3)

総 料 名

施用月 日

肥 料 名 |―ン 鐘 加 苦
服 用 月 日 8月 6日

10a癒用 曇 (證 )

0.6
肥 料 名 ― シ

麗 用 月 日

10a][月目][(k=)

肥 科 名

麗 用 月 日

僣 租 日 4月 26日
2倍

3～ 2_5
出 芽 状 澄 蓋

6月 8日

藁 翻 名

散 布 日 5月
薬 瓢 名 イコトク11-

敢 布 自

藁 剤 名

lk皮

散 布 日

散 布 日 7月 31日
婆 ヨ 名

散布 日
薬 瓢 名

散布 日
藁 棗 名

屋 否

rr『種 数

420

2等
格 落 理 由 口彙1



年度 覧 <7>
■・1目 槙 田 士 農 夫

=] 」カリ

前年秋薪
22日

24日

播
種
前
作
業

____里盤名 己肥1号
4基

肥

10a N」 |:(kD
肥料名

施用月日
穂
肥
①

___里慶名
…__皿 且日

穂
肥
②

__lΩ生」量(1こ)

___盤 銘

____菫星月日
_皿 腫 (0

穂
肥
③

10a N量(kD~~
_=_彙鯉 車:== 4 21 日播

種
25

出

芽

時 :水

ヨ

6J

溝切リ 水管理

水
管
理

_重 全落水百
~

9メ

⌒

薬剤名

薬面石

除
革
剤

_____」波11〒日

8J
夕
‐
ントツフロアフ

・___墓量名
だヽ

病
害
虫
防
除

___菫菫名
良否

穂摘い期 8 4日

穏

摘
い ボ穂数

__」E菫整(kD
_畳並g米量てF3~ 80
__埜 顎 2

収
量

・
品
質 __壺塵塞百

直接栽培を実践して感じたこと
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日(a)

春 耕

砕 土

代かき(T)

代かき②

代かき③

10a NゴКk」

10a施用量 (鮭 )

薬 棗 名

10a散布量
散布 日

10a散布量

散布 日

散 布 日

薬剤名

散布 日

散布 日  ~~



B 平成 16年度第 2回現地研修会 (滋賀県東近江地域 )

I 開催要領

1 開催 日時  平成 16年 8月 27日 (金) 9.00～ 17.00

2 開催場所  1)現 地視察 滋賀県蒲生町 。八日市市尻無町 。八日市市建部北町・

能登川町

2)室内検討 近江人幡市西部営農センター

3 共催    水稲直播研究会

東近江地域農業改良普及センター

4 日程    1)現 地視察 8月 27日  午前 9時～ 12時

2)室内検討 8月 27日  午後 1時～ 5時

5 参加者   地域の生産者及び滋賀県関係者 36名

農林水産省生産局農産振興課  1名

水稲直播研究会会員及び委員 28名
Ⅱ 会議内容

1 現地視察  (各圃場の栽培概要は P。 42～ 46)

1)蒲生町西桜川 小堀与四嗣氏 (水 田作経営改善研究会会長)

環境こだわり栽培を始めて 2年目で、直播栽培は平成 14年から始め、今年は全て

こだわり栽培で実施している。

2)八 日市市尻無町 集落営農組合圃場  (代表者 松井氏)

土地基盤整備事業による大区画圃場 (平成 12年完成)。 「コシヒカ リ」をはじめ

数品種を大区画の 7圃場で直播栽培を行っている。作付けは稲―麦のローテーション

である。水持ちの悪い圃場があり、良い直播栽培の技術を検討している。

3)ノ 日ヽ市市建部北町 集落営農組合圃場

土地基盤整備事業 (平成 4年完成)に よる大区画圃場。同一圃場内で生育のバラツ

キが目立った。平成 4年から育苗施設 との兼ね合いで直播栽培を始めた。

4)能登川町出在家 琵琶湖干拓地の栗実新田 (今堀治夫氏)

環境こだわり栽培の直播栽培。砂質土壌で良く乾くので代かき翌日の播種を慣行と

している。 7月 10日 に幼穂長 lmmを確認 している。全体にあつさりした稲の姿で

あるが、一穂粒数は 105～108粒であった。

◎ 視察園場の収量  各園場とも移植 と大差ないものと思われる。

蒲生町      「コシヒカリ」 480kg
八日市市尻無町   「キヌヒカリ」 550～ 560kg 「日本晴」 550kg

「どんとこい」 600kg
八 日市市建部北町   「秋の詩」  510kg
能登川町     「コシヒカリ」 510kg
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【現地 1】 蒲生町桜川西  小堀 与四嗣 氏

現地検討会資料

2

JA滋賀蒲生町より供給

6 0 k g (播 種機で 4 0 kg、  2 0 kgは全層施月巴)

環境こだわ り栽培

品種 :コ シヒカリ

カルパーコーティング比率 : 1

播種量 :3kg/乾 籾

種子消毒 :温湯浸法

播種 日 :5月 18日

①元肥 :高有機中稲一発 24

②元肥 :ラ イ ンアップ 30kg

②追肥 :近江有機 2号   15kg(7月 30日 )

②穂肥 :近江有機 2号   15kg(8月 6日 )

播種機 :イ セキ 8条点播機 H16導 入 個人所有

除草剤 :サ ンウエル l kg粒剤  (2成 分)

散布 日 :5月 24日 (7日 後) 播種 6日 後に入水

防除 :プ ラシンジョーカーフロアプル (3成分)

直播栽培

コシヒカ リ

ひとめばれ

キヌ ヒカ リ

日本晴

その他

145a

100a

99a

145a

1 00a

計 589a

移植栽培

滋賀羽二重橋  148a

秋の詩      43a

日杢ヒ ____ユ 2■ .

計      223a
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問題点 :鴨食害

ヽ

ノ



【現地 2】 ノヽ日市市尻無町 (集落一農場)

カルバーコーティング比率 : 1:2
コーティングマシーン 1自 動 1台 、手動 1台所有

播種機 :

播種量 :3.3kg(設 定量 3.5 kg)/乾 籾 一部 リース機で 2.4kg

播種 日 :5月 2日 、 3日 、 9日

元肥 :コ ー トビックパワー 32kg/10a
除草剤 :キ ックパイ lkg粒 剤

散布 日 :5月 10日 ～ 12日

防除 :オ リプライ ト粒剤 (個 人防除) 7月 6日

トレポン

直接実績

H13 37.

H14 25,

H15 26.

H16  5。

02ha

05ha

99ha

44ha

問題点

1.苗立ちが不安定 (特 に枕側の苗立ち )

2.ヒ エ、広葉雑草対策

3.地力の低下 → 土改剤 とリン酸の散布増

4.カ ルパー代等 コス トが問題 → コーティング量を 1.5倍 に

3日 播き

キヌヒカリ

2日 播き

ゆめおうみ

9日 播き

キヌ ヒ

カ リ

3日 播

キヌヒ

カ リ

2日 播き

日本晴

3日 播き

どんとこい

2日 播き

キヌヒカ リ (リ ース機 )

種子 2.4kg 点播
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【現地 3】 ノヽ 日市 市建 部北 町 (集落一農 場 )

栽培概要

品  種 :秋の詩

面  積 :180a、 152.7a(前 年度転作地 :麦 +大豆)

種子消毒 :4月 14日  温湯浸法

カルパーコーテイング :5月 2日  比率 :1:2
代 か き :5月 6日

播 種 日 :5月 8～ 9日  播種量 :3.5～ 4kノ 10a

播 種 機 :ヤ ンマー 6条  条播機

基  肥 :コ ー トビックパワー元肥 (側 条施肥)25kノ 10a

穂 肥 1:7月 24日  ビックパ ワー穂肥 15kノ 10a

穂 肥 2:8月  1日  ビックパワー穂肥 10kノ 10a

除 草 剤 :5月 14日  キックパイ 1キ ロ粒剤

溝 切 り :6月 19日 (管理機ビークル使用 )

防  除 :7月 14日  オ リブライ ト1キ ロ粒剤  8月 14日  トレポン乳剤

直播の実績 :平成 4年度から育苗施設規模により毎年 3ha程 度で直播栽培

平 面 図 S=1:50∞
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【現地 3】 ノヽ日市市建部北町 (集落一農場)

品種 :秋 の詩

カルパーコーティング比率 : 1:2  手動

播種機 :

播種量 :3.5kg～ 4kg
代かき :5月 6日

播種 日 :5月 8日 、 9曰

元肥 :コ ー トビックパワー 25kg/10a

除草剤 :キ ックパイ lkg粒 剤

180a 152.7a

t
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現地検討会資料

【現地 4】 能登川町出在家  今堀 治夫 氏

<環境こだわ り栽培 >

ほ場所在地・面積 :栗見出在家七ノ割 483  35.7a
品 種 :コ シヒカ リ

カルパーコーティング :5月 6日   比率 : 1:2 (1成 分)

播種量 :3.3kg/乾籾

種子消毒 :温湯浸法

代かき :5月 3日

播種 日 :5月 8日

土づ く り :と れ太郎  80kg/10a (前 年 11月 4日 )

基 肥

穂 肥

璃ま  月巴

播種機

除草剤

散布 日

:豚糞  800kgノ /10a (2月 8日 )

:有機 ビックパ ワー (穂肥)  15kg/10a
:有機 ビックパ ワー (穂肥)  10kg/10a
:イ セ キ 6条  条播機  実演機借用     ・

:サ ンウエル l kg粒剤  (2成 分 )

:5月 22日 (13日 後) 播種 10日 後に入水

(7月 13日 )

(7月 20日 )

中干 し :6月 27日               .― _.

防 除 :オ リブライ ト1キ ロ粒剤 (1成分)(7月 10日 )

トレポンエアー (1成分)(8月 1日 )

直播栽培

コシ ヒカ リ 119.8a

計      119.8a
(う ち こだわ り 35.7a)

問題点 :砂地のため水 もち悪 く、

除草効果がやや劣る
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2 室内検討  司会 :東近江地域農業改良普及センター 長谷 俊治主幹

1)挨拶

東近江地域農業改良普及センター 日永所長

直播栽培米は品質が良いとの評価を得ており、滋賀県では平成 10年の直播サミッ

ト以来直播栽培が増加 して 556hに達し、その約半分の 273haを この地域が占めてい

る。今後さらに面積拡大に向けてとりくみたい。

水稲直播研究会 井上会長

現地研修会の趣旨は、直播栽培を実施 している現地の農家の方から情報を、会員の

メーカーが今後の開発に生かすこと、また現場で困っている問題を互いに論議 して解

決に結びつけることであるので、熱心な討議をお願いしたい。

2)報告

(1)農林水産省生産局農産振興課 古田哲央技官

水田農業について、地域ごとの農業ビジョンを作成 して取 り組まれていることと思

うが、農水省 としても直播栽培の普及定着を図るべく1～ 2年の短いスパンではなく、

もっと長いスバンで腰を据えて取 り組む所存である。

○ 水稲直播栽培の今後の推進方向について (P。 51～ 53)

○ 水稲直播栽培の現状について  (次号に掲載予定)

(2)滋賀県農業総合センター企画情報室 堀口清博専門員

滋賀県における水稲直播栽培の概況 (資料 :P.54～ 55)

滋賀県では集落営農や大規模個別経営体を中心に、規模拡大のための省力化・作期

分散・低コス ト化を図るため直播栽培を推進している。

平成 12年以降、直播栽培が急激に増加 し 556haに 達 して「滋賀の農林水産ビジョ

ン」中間年 (平成 17年)の 日標面積を超えている。増加 した背景として、「高精度

播種機」。「無湛水出芽」・「効果の高い除草剤」等の普及の影響が大きいが、各地域

での熱心な技術に対する取 り組みの効果が現れたものと考えられる。

品種では、これまで「キヌヒカ リ」・「日本晴」。「どんとこい」。「ゆめお うみ」な

どの直播適応性品種が使用されていたが、播種機や出芽法の改善により良食味品種で

ある「コシヒカリ」の面積が増加 し、今年は 280haと 直播栽培の半分を占めるに至っ

ている。

栽培方式では湛水直播が 98.5%を 占め、乾田直播は 1.5%と 少ない。また、播種法

では条播が 78.6%と 多いが、濁水対策 として代かき水を流さないように「極浅水代か

き翌日播種」や 「ショットガン播種 (代かき同時播種)」 の普及を行っている。今年

は点播の面積が 114.9haと 大きく増加 した。

近畿全体の平成 15年度の直播栽培面積は 826ha(前年対比 117%で全国の 6%)、

水稲作付面積全体に占める直播の割合は 0.7%で 毎年 0■%ずつ伸びている。滋賀県は
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近畿全体の 63%を 占めている。

(3)東近江地域農業改良普及センター 長谷俊治主幹

東近江地域水稲直播栽培技術の現状と課題 (資料 :P.56～ 59)

東近江地域では、栽培マニュアルの作成・展示園の設置・直播栽培者の組織化・集

落営農組織への技術支援 0直播サミットの開催等の活動を通して、管内の直播栽培面

積は現在 275haと 県内の半分を占めるに至っている。本年は移植栽培に優る生育

を示 してお り、次年度の面積拡大が期待される。

(4)湖北地域農業改良普及センター 須戸清次主査

湖北地域水稲直播栽培技術の現状と課題 (資料 :P・ 60～ 63)

平成 12年に普及センターの呼びかけで「湖北湛直研究会」を設立し、次いで平成

16年に「湖北直播研究会」に名称変更し、会員の技術研鑽・肥培管理情報提供等の

活動を行っている。会員は 70名 で「長浜市低コス ト農業実践機械利用組合員」・「北

びわこ湛直機械利用組合員」及びこれ らに属さない生産者 (播種機を所有しているも

の)である。個別大規模が約 30%・ 集落営農が約 50%・ 兼業農家が約 20%で あ

る。

本年の稲の生育状況は、 4月 下旬～ 5月 初旬の播種では出芽が例年より長くかかっ

たが、それ以降の播種では例年通 りの出芽スピー ドであった。 5月 下旬以降天候が良

く分げつも旺盛で良好な生育となった。 6月 中旬以降高温が続き生育旺盛で全般に葉

色の低下が見られた。 4月 下旬播種の出穂期は 8月 3日 で、収穫予想 日は 9月 10日

頃である。

湛直の現状は、導入農家は個別大規模 と集落営農に大きく分かれるが、集落営農で

定着するケースや新たに導入するケースが見られる。大規模農家では伸び悩みの状況

であったが、高齢化や労働力不足による導入が増加 してきている。また、「コシヒカ

リ」の品質低下の中で直播米の評価が高まっている。その他農薬取締法改正に伴 う収

穫前日数規制問題や農業濁水等の技術問題が生じてきている。一方で県環境こだわり

認証制度の直播栽培活用の動きもあり、減農薬減化学肥料の技術確立が必要となって

いる。

今後の課題 としては、播種時の田面の固さの適正化・鳥害対策・過剰生育の抑制・

適正な除草剤の使用・環境こだわり米への取 り組みのほか、面積拡大の課題がある。

(5)湖東地域農業改良普及センター 村田昌清主査

湖東地域水稲直播栽培の現状と課題 (資料 :P.64～ 66)

この管内では平成 2年の県単事業から栽培が本格化 し、平成 5年には播種機が導入

されて面積が拡大してきている。本年は62haで 前年の60haと 比べて伸びが鈍

化 している。背景として昨年はイモチ病の発生で収量低下 0苗立ちの不安定・直播カ

ウン トが無くなったこと等が考えられる。
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機械の利用形態では、 JA東びわこ管内は「JA作業受託」で乗用 6条播種機 2台

・高精度 8条播種機 1台 。自動コーティング機 1台を所有 し、集落営農では高精度 8

条条播機 1台・乗用 6条播種機 3台 。自動コーティング機 1台を所有 した。また、 J

A湖東は「JA作業受託」で乗用 6条播種機 1台、集落営農で乗用 6条播種機 3台 。

自動コーティング機 1台を所有 している。

技術課題としては、苗立ちの不安定・雑草対策 。収量の安定化・低コス ト化・省力

施肥を挙げている。

葛籠町の取 り組み状況は、平成 5年に集落独自で乗用 6条施肥播種機を導入、平成

14年には国の補助事業により高精度 8条播種機 と自動コーティング機を導入 し、ま

た平成 15年には集落独自でレーザーレベラーを導入 して一層の省力と出芽苗立ちの

安定化および除草効果の向上による収量安定を目指 している。農家戸数 67戸・水稲

作付面積 39haの うち 15haが 直播栽培である。直播栽培のメリットとして、省

力化・低コス ト化・作期分散及び品質向上を挙げている。

3)話題提供

(1)大規模農家 : 小堀 与四嗣氏

経営規模は水稲 8ha。 小麦 3, 5ha。 大豆4haの 計 15, 5haで 、他に受

託として田植・稲刈 り・麦刈 りと収穫物の調整を行っている。通常は 1人で季節毎に

人手を頼んでいる。

直播導入のきっかけは、 ①田植時期の重労働で人手確保が難しくなってきている

(1,800～2,000枚 の苗箱を 3回に分けて圃場に運び移植する重労働)、 ②苗の生長と

移植に要する時間の競合 (苗が伸びすぎると活着に良くない)、 ③田植機の切 り替え

時期 の二つである。平成 14年から直播栽培を導入し、平成 15年からは直播で環

境こだわり栽培をして 2年 目になる。直播栽培は589aで 、移植栽培は223a行
つている。コーティング種子はJA滋賀蒲生町より供給を受け、イセキ8条点播機を

導入して自分で播種している。米は全体の30%を旅館・料理屋に販売している。平

成 15年の直播による「こだわり栽培米」の評価は次」のようである。

品種 栽培様式  収量 (kg/10a) 食味  外観品質  総合評価

Ａ
　
Ａ
　
　
　
Ａ
　
Ａ

Ａ
　
Ａ
　
　
　
Ａ
　
Ａ

75

65

73

74

435

473

492

557

播

植

　

播

植

直

移

　

直

移

キヌヒカリ

日本晴
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今年は「こだわり栽培米」の認証申請は 8月 20日 までとなつている。申請は収穫前

集荷の販売計画・生産記録 (資料)を様式に従って提出し、評価を仰ぐ。

直播栽培の課題として次のようなことがある。

(a)鴨の食害 :苗立ちして 5 cm位になったときに被害を受ける。被害跡には雑草

(カ ヤツリグサ等)が繁茂する。被害箇所が分かってきたので排水側に糸を張るこ

とにした。

(b)代かき時のこねすぎに注意 している。出来る限り簡素にしている。代かきの 1

回仕上げは出来る圃場と出来ない圃場があり難 しい。

(c)苗立ち後の水管理 :除草剤処理で水を張ると鴨が来て困る。

(d)夏場の穂肥 :大変なので一発元肥の使用。こだわり栽培継続のため、量の調整

を考えて一発元肥でいきたい。

(e)5月 連体での播種 :兼業農家では連体中の代かきが多いので、播種受託で面積

拡大を考えている。

今後、自分の所は 1∞%直播栽培に切 り替えるつもりである。有名な「サクラガワモ

チ」を作つてみたい。

(2)生産組織 :尻無町営農組合 松井氏

土地基盤整備事業をきっかけとして平成 11年に生産組織を設立した。平成 12年

の事業完成と同時に直播栽培を導入 した。山の手の 3 3 haが完成 した平成 13年に

は 3 7 haを直播で実施 し、イセキ 8条播種機 と一部ヘ リ播種を行った。3.5kg/10aの

播種量で苗立ちが良好であったので過繁茂状態となった。平成 14年は 24 haをイ

セキ 8条播種機 とリース機で対応 した。ヒエの発生が多かった。品種は70%が 「キ

ヌヒカリ」で他は「ゆめお うみ」・「日本晴」であった。平成 15年は 2 7 haを実施

し、平成 16年は麦の転作ローテーションの関係で 5 haに減少した。また、排水の

悪いところをブル ドーザーで均平化 したが透水性が良くなりすぎてザル田となり直播

が出来なかった。平成 17年以降は 28～ 3 0 haの 直播面積で推移すると見ている。

現在、茎数確保について播種量を多くして茎数をとるか、播種量を減らして分けつを

旺盛にして茎数をとるか検討中である。

直播栽培の課題 として以下のことがある。

(a)苗 立ちの不安定 :「 キヌヒカ リ」は土中に入ると出芽 しにくい。代かきをこね

過ぎると苗立ちが悪い。

(b)ヒ エ・広葉雑草対策 :毎年 ヒエで困っている。 レーザーで均平化 しても土の下

がる所があり、一発剤で効果の出ない所が出てくる。

(c)地力低下対策 :土壌改良剤 と燐酸の散布増

(d)カ ルパーコティングのコス ト低減のため 1:1ま たは 1:1.5に減量

(e)水持ちの悪い園場での直播取 り組みの工夫
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水稲直播栽培の今後の推進方向について

直播栽培については、育苗 。田植え等の春作業の省力化と作期の遅れを利

用した秋作業の労働ピーク平準化を通じて、経営規模の飛躍的な拡大に資す

る技術であり、水田農業の構造改革や担い手育成の観点から、我が国におい

ても本格的な普及・定着が期待される技術である。

このため、平成 6年以降、各地域の気象・土壌条件に応じた多様な直播栽

培技術の開発・普及、出芽・苗立ちの安定性の高い高精度播種機の開発 0実

用化、直播適性品種の開発、大区画圃場整備後の水田における重点的な導入

など、産学官が連携して強力に取組を推進した結果、平成 5年以降栽培面積

が増加に転じ、平成 15年現在 13千ヘクタールに拡大している。また、平

成22年には54千ヘクタール、普及率3%を目標として「全国直播稲作推

進会議」を中心に普及に努めているところである。

これまでのところ、平成 6年以降、全国各地で実証事業 (延べ436地区)

を展開し、出芽・苗立ちの安定や倒伏防止技術の確立等に取り組んだ結果、

技術的課題についてはほぼ解決の目途が立ったと考えられる。

今後は、各地域における構造改革のベースを踏まえつつ、直播栽培導入に

よるメリットを享受できる農業経営や地域を重点的な普及対象として取り上

げ、現地実証試験の実施等を通じて、地域の機械・施設の共同利用や水利の

調整など地域営農システムのあり方にまで踏み込んだ具体的な普及方策の検

討が必要である。

ついては、生産振興総合対策の実証事業による推進を基本に、水稲直播研

究会等の民間支援団体とも連携して、当面、以下のとおり取り組む。

1 推進に当たつての留意事項

① 米政策改革大綱に即し、消費者重視・市場重視の考え方に立った米づ

くりが重要であるが、直播栽培については移植栽培と比べて収量及び品
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質の振れが大きく、気象変動に左右されやすいという問題を踏まえ、特

に、品質の向上・安定化のための栽培技術体系の確立を急ぐこととする。

② 水田を活用した自給飼料生産を推進する観点から、耕種作物活用型飼

料増産対策事業等により全国各地で稲発酵粗飼料 (WCS)用稲の直播

栽培が検討されているが、播種機の共用利用や技術情報の日常的な交換

など、各地で相互の協力関係や連携が確保されるよう誘導する。

③ 移植栽培に比べて収穫適期が遅れるという直播栽培の特性を活かし、

カントリーエレベーターなど共同利用施設の荷受平準化技術として導入

を検討し、JAを単位とした組織的な取組を誘導する。

④ 登熟期の農業用水の通水延長問題など、直播栽培の普及に係る制約要

因を抽出し、中央・地方の各段階で、関係部局又は関係機関との意見交

換や調整を積極化する。

2 具体的な推進方策

(1)全国直播稲作推進会議を中心とした運動の展開

現在、生産者、学識経験者及び関係団体代表者の計 17名で組織してい

るが、さらに全国各地の直播に係る研究会や大規模農家、JA、 民間企業

等の情報共有化を図るための直播関連のホームページを開設する。

<本年度の取組>
ホームページの開設 (8月 )

′ 現地情報等のホームページの作成については、水稲直播研究会、

新`稲作研究会、地方農政局等にも協力を求める。

(2)生産振興総合対策の実証事業による推進

毎年、約 50地区程度を採択し、年度末に本省において成果報告会を開

催してきたが、各地域の立地や営農条件に即したきめ細かな検討を加速化

する観点から、本省での成果報告会を取りやめ、各農政局での現地検討会

-52-



(春又は夏)又は成績検討会での取組を強化することとする。また、水稲

直播研究会等の民間支援団体との連携を強化するため、これら団体が主催

する現地検討会等を都道府県と協力して支援 (積極的に出向き情勢報告等

を行う)するとともに、農政局が主催する現地検討会等に専門家としての

依頼出張を要請する。

<本年度の取組>
各地方農政局での現地検討会等の開催

〇 水稲直播研究会、新稲作研究会の現地検討会への支援

全国各地で生産者が自主的に組織している直播研究会のリスト・アッ

プと、これら研究会の要請に応じて専門家の派遣を斡旋するなどの支援

○ カントリーエレベーター等の利用率向上方策として、直播栽培の導入

をJAに対して強力に指導

(3)水稲直播研究会等との連携

農機・資材メーカーの任意研究会として水稲直播研究会 (事務局 :(財 )

農産業振興奨励会)、 新稲作研究会 (事務局 :(財)農業技術協会)が活

動しているが、両研究会の連携を強化することで、民間企業のバック・ア

ップを求めることとする。

また、水稲直播研究会と各地域の直播研究会とのネットワークづくり(友

好会員の募集)に努め、地域の要請に応じて水稲直播研究会の委員が出張

指導や講演を行うなどの取り組みを強化する。

<本年度の取組>
現地検討会 (水稲直播研究会 ;新潟(4/25)及 び滋賀(8/27)、 新稲作研

究会 ;10月 頃)の開催

水稲直播研究会の「友好会員 (仮称)」 の募集・登録
水稲直播研究会委員に対する依頼出張の受付・委員派遣

○
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滋賀県の水稲直播栽培

滋賀県農業総合センター企画情報室 堀口清博

1.はじめに

本県では集落営農や大規模個別経営体を中心に、規模拡大のための省力化や作期分散、低コスト化を図

るため直播栽培を推進している。

2.普及状況

平成12年度以降、栽培面積が急速に増加し、昨年度は「しがの農林水産ビジョン」中間年(平成17年 )の 目

標面積500haを超える520haと なり、全生はさ」こ3§上墾畳j理して556haとなった。

直播栽培が急速に増加したのは「高精度水稲湛水条播機」や「無湛水出芽」、「効果の高い除草剤」の技術

が現地に普及したことが大きいが、各地域での熱心な取り組みが結果となって現れた。

品種としては、これまで「キヌヒカリ」や「日本晴」、「どんとこい」、「ゆめおうみ」などの直播適応性に優れる品

種が栽培されてきたが、播種機や出芽法の改善により、良食味品種の「コシヒカリ」が増え、平成14年度には

「コシヒカリ」が「キヌヒカリ」の面積を上回り、今年は「コシヒカリ」が直播栽培の半分を占めている。

(平成16年度の品種構成)

①第1位 :「コシヒカリ」280ha(50.3%)昨年より100ha増加(昨年の割合35.3%)

②第2位 :「キヌヒカリ」142ha(25.5%)昨年より 10ha減少(昨年の割合29.3%)

③第3位 :「 日本晴」 62ha(11.2%)昨年より18ha減少(昨年の割合15.4%)

④第4位 :「秋の詩」 18ha(3.2%)昨年より 1.7ha増加(昨年の割合 3.1%)

⑤第5位 :「ゆめおうみ」12ha(2.2%)昨年より5。 3ha減少(昨年の割合 3.4%)

年 作付品種の割合

中間目標

500ha

０
　
∞

ｍ
躙
恥

脚
軸

К

直接栽培の推移

H15 H16 H17Hll H12 H14H10 H13H9
年度

0

順位 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16

キヌヒカリ(46り キヌとカリ (4?り キヌヒカリ(34%) キヌヒカリ(390 コシヒカリ (36ヽ ) コシヒカリ (351) コシヒカリ (50%)

日本晴  (29り 日本晴  (190 コシヒカリ (31%) コシヒカリ (23%) キヌヒカリ(300 キヌヒカリ (29%) キヌヒカリ(26う

玉 栄  (■つ コシヒカリ (11ゆ 日本晴  (120 日
'本

B青  (9ちゝ 日本晴 (11つ 日本晴  (15つ 日卦岬青 くn→

y/vl:i. (7S) どんとこい (9ヽ) ゅめおうみ (7り ゆめおうみ (7b) 玉 栄  (ら) ゅめおうみ (3Ъ ) 秋の詩  (3ヽ)

コシヒカリ (4ヽ )

1

玉 栄  (31)|どんとこい (40 どんとこい (5り どんとこい (1ヽ ) どんとこい (30 ゆめおうみ(2%)
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直播栽培の別と湛水直播の播種方式   ()は湛直の播種方式の割合

年度 湛水直播 乾田直播

H15 510,4ha 423ha

(82.8%)

76.6ha

(15,0%)

7.4ha

(1.4吟

3.4ha

(0.7つ

9.3ha

國
H16 548ha

98.59(

430.8ha

(78.6%)

l14.9ha

(21.0り

1.8ha

(0.3り

0.6ha

(0.1り

8.4ha

r――中¬

L重凶

平成16年度の直播栽培方式別では湛水直播が98.5%を 占め、乾田直播は1.5%と 少ない。

また、湛水直播の中では条播が78.6%と 最も多いが、濁水対策として代かき水を流さないないよう、"極浅水

代かき翌日直播"や "ショットガン播種(代かき同時播種)"の普及を行つている。

今年は点播(シヨットガン播種を含む)の面積が大きく増加した。

3.近畿における滋賀県の直播栽培

近畿では平成15年度の直播栽培面積は826ha(対前年比117%、 全国シェア6%)と なっており、水稲作付全

体に占める直播の割合は平成15年が0。 7%で、毎年0。 1%づつ伸びている。

また、近畿の中では滋賀県が直播栽培の面積が最も多く、近畿の63%を占めている。

近畿地域における水稲直播面積(湛水・乾田)の推移

鰤

鰤

畑

蜘

』

Ｏ
ｍ
神
口
。

年 度

直播

田乾田

■

資料:農林水産省近畿農政局調べ

4_おわり:こ

rしがの農林水産ビジョン」最終年(平成22年 )の 1,500haを 目指して、低コスト・省力化技術のひとつ

として直播栽培を推進していく。
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「益々広がる湛水土壌中直播栽培」

「普及活動対象 名」 各市町直播研究会

「普及活動 のね らい」

水稲 の直播栽培 は、移植栽培で の育苗期間中の水管理・温度管理、重い苗運びや箱洗い、

補植 といった作業 か ら解放 され るメ リッ トがあ ります。 しか し出芽 の不揃いや雑草 が心配

だ とい う不安 があ り、 これ まで概 ね 10年 毎にブームがあ り面積 の消長 が繰 り返 されてき

た経緯 があ ります。

近年にな って 「無湛水 出芽方式」、「新 除草剤 」、「高精度播種機 」、「自動 コーテ ィ ング

マシー ン」等 が開発 。実用化 され て きま した。東近江地域では各市町毎に直播研究会 を設

立 し、集落営農 での取 り組みが進 んで きています。普及セ ンターでは栽培マニュアル の作

成 、展示 ほの設置 、直播栽培者 の組織化 、集落営農組織への技術支援、直播 サ ミッ トの開

催等の普及活動 を展 開 しています。普及活動 の結果、管内の栽培面積 は県内の概ね 5割 の

シェアを占めるに至 っています。
「普及活動 の成 果」

滋賀県 の半 分 を占める東近江 の直播面積

年 度 13年   14年   15年   16年

東近江
滋賀県

275

比 率 % 43 45 49

写真 改訂したマニュアル    カロ温出芽の試験播種         出芽状況
「今後 の取 り組 み」

本年度は前年度 の出芽不良、収量減の影響 を受 け面積拡大 にブ レー キがかか り、近江八

幡市な どで大幅 な面積減少 とな りま した。 しか しなが ら今年は移植栽培 に優 る生育 を示 し

てお り次年度の面積拡大 が期待 され ています。

【連絡先】八 日市市緑町 7-23 東近江地域農業改良普及セ ンター

TEL 0748‐22‐7728 FAX 0748‐ 22‐ 1234 E‐nlail GA31@pref.shigajp

´
０

∩
）

ハ
０

つ
“

２

５

８

２

８

２

１

４

う
０

７
・

ハ
０

７
‘

１

３

-56-



Ｆ
覇
超

属漁終澤

Ｏ
Ю

《
=)

Ｎ
寸

Ｏ
Ю

O Ｏ
∞

〇
∞

く0 C) ∞
∞
Ｎ

増
祭
３
姜
０
眠
駆
押
要
替
饉

轟雲
米経

ホ
ハ

中
薇

纂
業

韓
糾

e」日
中

ギ

菫響

レ
性

=鋼〔

ヽ
日

ヽ
ト

筆
書

書饉
十糠

〇
．〇
　
　
０̈
．０
　
　
一〇
．〇
　
　
Ｏ̈
．０

〇̈
．０
　
　
一０
．一

∞
．∝
一　
一　
　
　
　
　
一０
．〇
　
　
一〇
．０
　
　
０̈
．０
　
　
一０
．０
　
　
一０
．”

一
．〇
　
　
一〇
．〇
　
　
０̈
．〇
　
　
一０
，０
　
　
一　
　
　
　
　
一〇
．０
　
　
一Ｎ
．一

〇

．〇
　
　
一〇

．〇
　
　
一０

，〇
　
　
一〇

．〇
　
一　
　
　
　
　
一〇

．〇
　
　
一
∞

．〇

〇
．〇
　
　
一〇
．〇
　
　
一〇
．〇
　
　
Ｏ̈
．０
　
　
一　
　
　
　
　
一０
．０
　
　
一〇
．〇

Ｏ

．０
　
　
一〇

．０
　
　
一０

，０
　
　
一０

．０
　
　
一　
　
　
　
　
一〇

．〇
　
　
一い

．０

¨
卜

．∞

〇

．０
　
　
一〇

．〇
　
　
一０

．〇
　
　
一０

．０

一
〇

．〇
　
　
一
０

．〇

“マ

．〇
　
　

〇̈

．〇
　
　
“０

．０
　
　
一̈

．〇
　
　
一０

．０
　
　

０̈

，Ｏ

０
．０
　
　
一０
，０
　
　
一〇
．〇
　
　
〇̈
．∞

一
０

，∞
　
　
一
０

．０

寸

．∞
一　
¨ヽ

．〇
　
　
一〇

．〇
　
　

〇̈

．∞
　
　
一〇

．〇
　
　
一
卜

．
”

， 　
一０

．寸

ポ相

０

，０

０

．０

〇
．〇

〇
．〇

０

，０

Ｏ

．０

〇
．〇

０
．０

０

．０

〇

．〇

縮象薫゛理
０

，０

〇
．〇

０

，０

０

．０

０

．０

０
．〇

〇

．〇

０

．０

〇

．〇

Φ

．〇

降繁職緯埋
０

．０

〇

．〇

０

．０

０

．
”

０

．０

寸

．０

Ｏ

．〇

Ｏ

、〇

０

．０

寸

．
”

〇

．〇

〇

．０

０

．Ｏ

０

．０

Ｏ

．０

０

．０

〇

．〇

Ｏ

．０

Ｏ

．寸

〇

．寸

一０

．０
　
　

０̈

．〇
　
　

Ｎ̈

，∞

〇
．〇
　
０̈
．〇
　
一０
，０
　
一０
．Ｏ
Ю

〇

．Ｏ
　
　

∞̈

．
”　
　
一０

．０
　
　

め̈

，∞
”

一０

．〇
　
　
一０

．０
　
　
一∞

．０

〇̈
．〇
　
一〇
．Ｏ
ｎ　
一〇
．０
∞

Ｏ̈
．０
　
　
一囀
．一　
　
一寸
。”
”

∞̈
．０
∞

一〇

．０
　
　
一
０

。Ｎ
　
　
一Ｎ

。Ｎ

〇

．〇
　
　
〇̈

．０
　
　
”卜

．∞
　
　

卜̈

．∞
”

一〇

．〇
　
　
一め

．∞
Ｎ
　
一０

。Ｏ

Ｏ

．０
　
　

∞̈

．
”　
　

∞̈

．
一
０
　

Φ̈

．〇
∞
”

Ｎ

．∞

０

．Ｏ
ｎ

寸
‐

ト

０

‘一
∞

０

．Ｏ

〇

．〇

∞

．〇
∞

崎
．∞
Ｎ

∞
．Φ
∞
Ｎ

〇

．Ｏ

∞

．卜
Ｎ

彗 田回理

Ｋ
捜

襲

輿

輿

一 申

「 画

Ｎ

．∞

り

．０
崎

∞

．０
”

∞
．∞

〇

．〇
∞

０
．劇
一

め
，０
∞

崎

．寸

∞
．卜
劇

ゆ

．Ｎ
∞

∞

．∞
卜
Ｎ

旨
輝
軍
目

ど

〓
期
珀
颯

僣
理
く
晨
増

叩
ど
据

に
据

田
く

ど
＝
部

ど
州
探

ど
飾

田

ど
Ｈ
響

ど
十
緊
栄

野
響
書
＜

蕊
超
柳

ｍ

工

¨

制
扁
鰹
一旧
氣
和
Ｃ
増
祭
二
終
Ｄ
眠
駆
押
覆
糾
饉
ｂ
緊
半
澤
上
Ｋ
日
単
　
赳
＃
０
一怪
眸

ヽ

ヽ

-57-



翻

ヰ

３
掏
型
〉
Ｐ
い
く
腱
ツ

ユ
ハ
く
―
い
ヽ
壼
尋
掟
摯
簑
口
Ｅ

賛
剛
月

′雄
や
紙

益
や
日

。Ю
卜
積
一築
綿
側

′翠
尊
や

。撻
騨
■

¨
鋼
釈
ｅ
゛
゛
３
桜

。一ヒ
ヽ
碁
【
０
０
０

。
欅
終
却
撚
盤
颯
傘
♀

′ヽ

■

和
Ｐ
雌
響
像
＋
ｏＲ
覇
株
ヨ
慕
心

韓
ヤ食
畔
ミ
報
撃
株
ヨ

′中
騨
ｅ

ｒ
¨
ｒ
掛
ヨ
ヽ
ハ
、
―ト
ー
日
主

Ю
卜
根
〓
■
■
Ｋ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

一爾
硼

翻

眸

薇

側

Ｉ
Ｋ
ミ

償

¨
中
暉

母
彗
ヽ
ハ

ヽ
い
―
ロ

”
　
　̈
　
”

”
　
　̈
　
”

●

　

．
Ｆ
　
¨
　
”

Ｎ
　
¨
　

，

・ヽヽ
　
一
　
“
　

，

Ｎ
　
¨
　

ｒ

ｌ

一

¨

ｒ

Ｎ

¨
　

一

・ヽ・
　
Ｆ
　
¨
　
”

Ｎ
　
¨
　

，

Ｎ

【　
ｒ

Ｎ
　
¨
　

一

α
　
¨
　

”

Ｎ
　
”
　

一

鋼
真
眠
再

潮

"′
、

03
,製 只

０
い

秦

橿

中 でヽ
`

絆
く
理

・
機
轟

・
く
つ
。
螢
播
・

薇
幾
椰
慶
　
一

く

つ

く

つ

く

つ

０
軍
侵
劉
日
経

田
緯

疑

嵐
く
理

憫
ぶ
臨

憫
ぶ
臨

Ｌ
掴
鰭
十
緊
梃

邸

ト

゛
轡
卜
総

Ｅ
凛
く
軍

理
く

靱

抒
中

爛
属
鋼
書
隼
く
壽

（計
ど
）
蝋

椰
眠
夜
ム
К
ｎ

導
翠
択
単
母
澤

ヽ
「
一ｔ
婆
ツ
終
く
モ

Ｎ
『
一ｅ

嗅゙
ツ
骨
ｔ
ｔ

（
計
歯
）
報
悴
獣

堅
縦
咽
ム
κ
ｎ
題

封
螢

“
織
側
州

Ｎ
遷
く
ψ嗅
ツ
●
く
モ

嶺
錮
口
回

Щ
母
く
締

ト

エ

０
　
．
０

，
エ

ｒ
”
エ

Ｏ

ｒ
エ

０
　
．
で

，
エ

０

。
０

一
エ

０

．
Ю

ｒ
エ

マ

．
Ｏ

Ｆ
エ

Ｎ

”
エ

劇

”
エ

り

，
エ

Ｎ

，
エ

０

，
エ

寸

Ｆ
エ

ゆ

”
エ

0・

「

剛
円
振
く
つ

Ｄ

”
卜

０

＞

晨

佃

籠
畔

飼

訃

り

，
卜
０

＞

０

０

０
，

Ｏ

Ｙ

Ｏ

Ｎ

卜
０

＞

Ｏ

Ｎ

卜
０

ン

０

０

０
，

Ｏ

Ｙ

掘

昨
編

勝

呻
―

釈
―

ヽ

0・

―
ン
ハ
ン

―

ン
ハ
ン

―
レ
ハ
キ

―

ン
ハ
ン

熙
＝

十
や

ヽ

―
レ
ハ
キ

|

ン
ハ
ヤ

樹

＝

―

ン
ハ
キ

―

ン
ハ
キ

―

レ
ハ
キ

押
螢
僣

螢
＝
部

曇
畑
犠

む
鋼
療

ど
川
権

苗
榔
理
＝

苗
螂
園
＝

む
輝
理
Ｈ

鮨
裁

回

ど
や
疑
Ｘ ロ

ど
ミ
劇
翠

ど
ミ
期
毅

ど
〓
潮
翼

て
駆
叫
躊
輝
響
軍
題
軽
口
澤
終

-ヽ 58-

|ハ口 |:卜 、ハヽ レ小



．６
幕
一嗅
Ｅ
翠
Ｏ
Ｓ
翠

ｅ
凝
Ｈ
輝
輝

′Ｓ
型
‘
轟
‘
ν
Ｏ
麟
押
硝
率
Ｅ
一書

―
。収
「
晏
出
世
計
ミ
ヽ
い
工
ｅ
〓
彗

′量
週
購
ぐ

ニ
ト
●
か
０
世
凛
掏
や
）
０
い
ヽ

ニ
ト

，

３
●
二
壼
椰

゛
ν
づ

い
ヽ

＝
雲

・
〓
日
　
Ｌ
“

碑
暉
　
林
侶
　
艦
癬
籠

躍

目
゛

　

暉

′マ
　

一ミ
卒
田

ヽ

ヽ
も
郵
０

′歯
慶
ｅ

却
埋
鉾

１
米
　
〓
口
　
創
革

い
α
む
常
や
出
嘱
熙
輩
口
“
一

率
　
揮

ｅ
ｌ
●

―
▲
て
ヽ

（爛
億
ツ

ロ
中
世
３

贅
「
）
梓

華 栞 栞 妻 素 栞 巌
３

』
伴

か
揮

か

』
■

３

』
伴

か
倅

Ｏ
Ｒ
“ 華

０
一
●

．ゆ

（
●

佃
８
３

て
ヽ
）

０
一
∞
．●

静

く
口

。
機

凛

・
く

つ
。
ど
に

層
簗
倅
慶

翡

器
磨
世
個

く

つ

く

つ
“
ヨ

欄
翻
ヨ
椰

ロ 駆
く

つ 理

ヨ
溜
ф
〓

田
黒

犠
嶽 国

瘍
拭
ド

“
縮
硼
ロ

翡
輪
喘
御

む
車
“

邸
――
ト

゛
姜
卜
掟

（く
暉
）

神
口
論
目

Ｅ
ま
く
目

軍 軍 軍

綸

や
鋼
撃
悧
浴
爆
く
鶯

鶴
嬌

簑
な
０
韓
凛
凛
欄
謝

（署
槽
）

輔
棒
蟹
萩
工
К

口
車
翠
Ｒ
神
単
解

Ю
壼
ｔ
一Ｒ
Ｐ
゛
ｔ
ｔ

ｅ
ヽ
一や
一嗅
Ｐ
や
く
ヽ

（群
む
）
薇
椰

蒸
暉
織
甕
Ｉ

Ｋ
口
当

“
鋼
欄
翻

錮
奪
“
審

“
鎌
欄
期

Ю
コ
や
ヽ
ツ
●
ｅ
ｔ

ψ
彗
硼
胡

樹
鋼
口
個

賦
計
く
絆

∞

．
Ｏ

Ｆ
エ

ト

エ

ヽ

ｒ
エ

Ｏ

”
エ

●

　

．
ｍ

”

エ

せ

ぶ

”
〓

や
　
．
Ｏ

ｒ
エ

せ

　

．
Ｏ

ｒ

エ

〇
　
．
ｎ

”

エ

０
　
．
●

Ｆ
エ

∞
　
．
Ｏ

Ｆ
〓

い

ｒ
エ

や

．
Ｏ

Ｆ
エ

∞

ｒ

〓

Ｏ

Ｆ
エ

Ｎ

ｒ

エ

”

”
エ

”　
ｒ
エ

Ｎ

ｒ

エ

寸

”
エ

ｎ

ｒ
エ

0・

Ｏ

ｒ
エ

寵
翡

理
轟

腱
凛

室
凛

撃

寝

堕

“

壼

簑
理
簑

理

黎
彙
Ｇ

ハ
狭
工
ゝ
ｍ
小

建

蘇

塵

凛
理
眠

腱
凛

腱
嘔

凛
嶺

摯

蘇
理
巌

颯

凛
塞
黎

車
簑

贈

蜃

覇

憲

凛

∞

遷
「
０

巌

∞

菫
「
∞

出
「
∞

α

∞

礁

∞

爆

∞

凛

∞

出
「
０

凛

∞

凛

０

凛

∞

翡

∞

凛

∞

感

∞

瘍

∞

聟
Ⅵ
∞

嶺

０

麒

０

凛

∞

α

∞

嶺

∞

営

副

L

∞

ａ

＞

ト

●

住

＞

０

０

０
ｌ
α

α

Ｏ

α

α

ト

〓

０

∞

０

●

０

Ｌ
Ｉ

∞

■

＞

ト

．
∞

Ｑ

＞

ｙ

∞

α

α

ト

望

∞

α

α

ト

甲
―
ボ
ー

ヽ

藤
饉
―
ン
ハ
ン

―
レ
ハ

ン

―
レ
ハ
ヤ

―
ト
ハ
キ

（
口
ヽ
１
）
ヨ
奪

（
口
ヽ
■
）
ヨ
奏

十
や

ヽ

■
や

ヽ

（
日
ヽ
＝
）
ヨ
Ｓ

―

ド

ハ

ヤ

楓
―――

―

レ
ハ
キ

―

レ
ハ
ン

―

レ
ハ

ギヽ

―

ン
ヽ
キ

―
レ
ハ
ン

小

く

ｎ

ヽ
く

ロ

熙
＝

゛
ど
権

旨
Ｈ
僣

ど
＝
傷

苗
劇
栞

ど
期
撫

瞥
畑
継

む
劇
嶺

む
爛
慄

む
期
修

む
期
償

ど
岬
ロ
ロ

ど
相
目
Ｈ

む
細
暉
国

ど
蹴
田

ど
十
緊
く

む
十
畷
業

終
惜
田
く

僣
僣

□
く

信
僣

回
く

僣
櫂
口
く

ど
ミ
爛
濯

言
〓
期
翼

ど
〓
醐
鰐

む
〓
劇
翼

′
“

側
要
〉
）
Ｄ
く
腱
Ｖ
Ｌ
ハ
く
―
い
ヽ
壼
ミ
総
静
長
目
題

（
３
型
罰

●
Ｏ
ｒ
）

●
真
鴫
〓

謳

靱

t

“
択
卿
摯ゝ

-59-

|



平成16年度 水稲直播栽培の現状と課題
平成 16年  8月  2フ 日
湖北地域農業改良普及センター

1、 湖北管内の 16年度直揺栽培面積

ha

の に て い

H16

2。 生育の推移

a

ヽ_

者
研
術
０
組
割

産
直
技
７
用
積

生
湛
の
約
利
面

内
北
員
内
械
培

管
湖
会
管
機
栽

Ｆ
て
　
直

の技術研饉、湛水直播栽培の普及拡大を図るため、平成 12年に普及センターの呼びかけで、
究会」を設立した。現在、引き続き「湖北直播研究会」(平成 16年度より名称変更)におい
研鑽 (現地研修・先進地視察等)、 肥培管理情報の提供等の活動を行つている。
名の生産者 (個 人、集落営農)は、「長浜市低コス ト農業実践機械利用組合員」、「北びわこ湛
合員」、および前記両組合に属さない生産者 (播種機を所有 しているもの)で ある。
合は個別大規模約30%、 集落営農 50%、 兼業農家20%で ある。

※参考  湛水直播栽培面積の推移
湖北 対県比(%)県 (ha)

平万F百1丁i軍
~~百

薫戸
~~~T~~~¬

¬|「

~
１

３

２

２

２

ユ

年
年
年
年
年
年

１

２

３

４

５

６

17.5
96.0
100.5
115.0
124.7
142.7

１

５

７

８

５

３

１

７

４

０

´
』

５

７

６

０

１

■

１

２

３

４

５

３

″薄 。膠 麿苅』 ζ″だア メ ダヌリ

25

量20

℃
15

繭 、

本
´  

―
≧生=壼三・■‐‐三■■

LFフア

「

輛平

10

5

0

一
　

・
　

０

い

ｏ
　

コ

一

　

・

　

一

い
　
・
　

ヽ

い
　

ｏ
　

い

半月 匈

面積ha コシヒカ リ どんとこい 秋の詩日本晴 その他 備 考
長 浜 42.38 40.39 0,65 0.63 0.71 長浜利用組合、個別大

規模、兼業

伊吹 2.48 2.48 集落営農

米 原 0.28 0.28 兼 業

近江 6.00 6.00 個別大規模

浅井 9.14 8.07 1.07 茉票、個別大規模 、集落
営農

10.05虎姫 10,05 個別大規模

湖1ヒ 2.77 2.77 個別大規模、兼業

び わ 4,62 4.30 0.32 集落営農

高月 13.88 13.58 0。 30 個別大規模、集落営晨、
兼業

木之本 38,34 27.77 10.57 3集落営農
余呉 0.99 0.99 兼 業

西浅井 12.05 12.05 2集落営農

計 142.98 128.45 0.65 1.31ll.20 1.37
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り、JA北びわこ管内で播種が開始された。5月 上旬に一時的な大雨があつたが、
が進んだ。
1思

1譜豪スピli11■1lF旬
までの播種では例年よりやや長くなつたが、それ以降

に悪いほ場や、鳥害、排水不良による苗立ち不良が見られた。

5月 中旬は雨の日が多くなったが.5月 下旬から6月 初旬にかけては晴れの日も多く、概ね高温に経過
し、分げつも旺盛で良好な生育となり、 4月 下旬播種では、 5月末で中千しが必要な茎数となつた。

6月 中旬以降、気温が高く推移 し、直播の生育は旺盛なところが多くなり、全般に葉色が低下してきた。
過繁茂な稲では、葉いもちが発生し、畦畔のイネ科雑草にはカメムシが多かった。

生育調査回の生育状況 (品種はすべてコシヒカリ)

調査地点 播種日 播種日 7月 12日

草丈 (cm) 茎数 (本/ポ ) 葉色 (s帥 )

本年 前年 本年
1潮訴 本年 1前 年

:(710
本年 1前年

:(7/10)

長浜市口分田 こだわ り菫
情

5/121 5/ 7 68.2: 74.9 580 743 33. 7 40.9

全量基肥
(彙播)

4/30 4/29 80.01 68.9 550 533 37 2 39.3

全量基肥
(点播)

80.01 487

虎姫町唐国 作柄追跡 4/251 4/26 73.31 67.4 ，
Ｖ

，
一

４
， 530 33.フ 1  35.4

西浅井町山門 作柄追跡 5/5 i s/12 65.0: 52.6 470 i 433 3?.4 i 37.4
西浅井町山門 レンケ・跡

こだわ り
5/5 5/ 1 2 443 373

4月 下旬播種の出穂期は 8月 3日 (レーク伊吹管内)頃であつた。収穫予想日は9月 10日 ころである。
一部残草の繁茂、穂いもち、紋枯病等が見られるが、生育は概ね良好である。

3.今後の直播栽培推進の方向と課題

(1)本年の普及センターの普及活動計画

①湛直面積の拡大 ;

16年度栽培目標面積 150ha、 17年度 2 0 0ha、 22年度 5 0 0ha

②環境こだわり (減農薬減化学肥料栽培)直播栽培技術の取り組み支援

(2)湛直栽培の状況

・湛直導入農家は個別大規模と集落営農組織に大きく別れるが、集落営農で定着するケースや新たに導入するケースが見られる。
一方、大規模農家では、伸び悩みの状況であったが、高齢化、労働力不足による導入が増加してきている。

・近年、コシヒカリの品質低下の中.直播米の品質評価が高まつている。

・農薬取締法の改正に伴い、中期除草剤の使用不可 (―剤復活)、 収穫前日数の規制等の問題や農業濁水等の技術テーマが新たに出てきた。

キ量憲「

こだわり認証制度を直播栽培で活用する動きがあり、減農薬減化学肥料栽培の技術確立が必要
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(3)今後の課題

【技術課題】

①播種時の田面の堅さの適正化
,播種時の水深は、水がうすくたまつている状態で、田面の堅さは柔らかめくらいで良い。
・少々水があつても播種可能。完全に覆土できる状態にする。

②鳥害対策
・最低限 (省 力的な)の糸張り方法、鉄コーティング種子の忌避効果を応用できないか?

③過剰生育の抑制
。中干しは茎数が少なくて、まだ早いかなと思うくらいがちょうど良い。(1ぶ 当たり茎数260

～300本 (lm当 たり80～ 90本 ))

④適切な除草剤の使用
・やや早めの施用を心がける。体系処理により、雑草の密度を減らす。

⑤県環境こだわり米への取り組み (管内5名 、 2組織で約 1 4ha実施)

・こだわり米の湛直栽培でもリスクはあるが、栽培は可能であるという位置づけ。
・除草剤使用、いもち病対策

【面積拡大の課題】

①経営スタイルに応じた湛直の導入評価
・集落営農組織、大規模農家をターゲットに推進 (兼業農家でも潜在的な栽培希望者はいる)

②関係機関一体となった直播関連機械の導入整備に努力

③あらゆる機会を通じての直播メリット (省力、低コス ト、品質向上、販売戦略)の PR

④栽培者・指導者間のさらなる技術研鑽、情報交換

(参考資料)

《平成15年度湖北湛直栽培者のアンケート結果 (一部)か ら》
C

(1)湖北管内の湛直および移植水稲の単収

15年度のアンケー トによる湛直の聞き取り平均単収は、440kgで 移植より1 8 kq少 なくなった。
本年度は平成 5年以来の不作年で移植の収量が低く、移植との収量差が少なかった。 ~
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今 年 の 湛 直 の 結 果 に 満 足 で す か ?

ど ち ら で も な い

単 収 品 質 不 満

品 質 満 足 単 収 不 満

単 収 満 足 品 質 不 満

単 収 品 質 満 足

0 10 15

使 用 した 除草 剤 名

12

10

0
サンウエル    キックハ

・イ   イネク・リーン0   アク¬スター  クリンチャーEW  クリンチャー11  クリンチャー′ヾス  ′ゞサグラン
'安

    サ・―ク そ の 他

(2)平成 15年度湛直の満足度について

(3)使用除草剤

本年か ら農薬取締法改正での
サ
°一へ・ックス等 )。 このため、ザー

(4)湛直導入の評価等

奉軍脚μ面蘭渤 崇饉内容琳 て適当期諄か

0    2    4    6    8    :0   12   14   16   18

使用適用変更で中期の湛水除草剤が使用できなくなった
・

(ク ミショット、
クD粒剤 (イネ1葉～ヒエ2.5葉期)を 中期剤的に使用する事例があった。

今後の湛直の取り組みに1光 てヽ

0  2  4   6   8  10  12  14  16

(5)直播の今後の拡大方策は何か

直 播 の 今 後 の 拡 大 方 策 は ?

そ の 他

直 播 米 へ の 助 成

栽 1=情 報 の 提 供

横 械 の 助 成 制 度 充 実

零 細 農 家 へ 推 進

大 規 模 農 家 へ 推 進

集 落 営 農 へ 推 進

メリットの PR

4
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湖 東 士也 域 の 水 稲 直 播 栽 培

湖東地域農 業改 良普及セ ンター

1.栽培面積

・平成 2年の県単事業か ら栽培が本格的に始ま り、平成 5年 に播種機 (乗 用 6

条 )が導入 され、面積が拡大 してきている 。

(ha)

H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16

36.2 32.9 33.6 40.9 42.8 48.3 60.0 62.0

2.機 械 利 用形態

JA東 びわ こ

<JA作 業 受 託 >
乗 用 6条播 種 機 :2台
高 精 度 8条播 種 機 :1台
自重カコーティンク

°
マシーン: 1台

<集落営農 >
高精度 8条播種機 :1台
自動コーテインク・マシーン: 1台

乗用 6条播種機 :3台

JA湖 東

<JA作 業受託 >
乗用 6条播種機 :1台
<集落営農 >
乗用 6条播種機 :3台
自動コ“ティンク・マシーン: 1台

3.技 術的課題

①苗立ちの安定。・・土壌、品種別の適正播種量、無湛水出芽、ほ場の均平化

②雑草対策 。・・水管理、除草剤の適期散布、中期除草剤の適正使用

③収量安定・・・苗立ち安定と穂数確保

④低コス ト・・・播種作業の委託、播種機の共同利用、低コス ト播種機の導入
使用資材の削減 (カ ルバー粉衣 )

⑤省力施肥・‐・基肥一発施肥
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集 落 ぐ る み で の 湛 水 直 播 栽 培 の 取 り 組 み

く滋賀県彦根市葛籠町>

農家戸数 :67戸 、水稲作付面積 :3 9ha(直播栽培 1 5ha)、 小麦 :1 7ha

平成 2年度 に滋賀県単独事業の低 コス ト稲作技術実証推進事業によ り試験的に湛水土

中直播栽培 (散播方式)を実施 し、その後年々栽培面積 が増加 してきた。

また、直播栽培の短所 である出芽苗立ちの不安定や倒伏 の改善 を図 るため、平成 5年
には集落独 自で乗用 6条施肥播種機 を購入 し、直播栽培面積の急速な拡大 となった。

平成 14年度 には国の補助事業により、高精度 8条播種機 と自動 コーティングマシー

ンを導入、平成 15年度 には集落独 自で レーザー レベラー を導入す ることにより、 より

一層の省力化 と出芽苗立の安定、除草効果の向上による収量安定を目指 してい る。

2.直播栽培 の メ リッ ト

(1)省力化・低 コス ト化

移植栽培 に比べ、
.労

働時間で約 20%の 省力化、生産費で約 12%の 低 コス トと

なっている。 全面直播栽培農家 も年々増加 してきている。
15年度か らは、すべての品種でカルバーの粉衣量を 1.5倍重粉衣 とし資材費

の削減 を行 つている。 また、省力施肥技術の導入 として、緩効性肥料の利用 によ
るワンシ ョッ ト施肥 を行 っている。

(2)作期分散 と品質向上

移植栽培 に比べ収穫期 を 7～ 10日 遅 らすことができるので、収穫時期の労働集
中の緩和が図れ、銘柄品種の作付拡大が可能 となった。

また、直播栽培は移植栽培に比較す ると、米の粒張 りが良く、乳 白粒や心 白粒の

発生 も少ないため、品質向上技術 としての効果が高い。

3.課 題

(1)品種選定                       _ 
…____

水稲作付 面積のすべてを直播す ると、作期分散が図 りに くいため、直播栽培 で ?
月物為 :こ収穫そきる品種導入が必要であ り、 「はえぬき」は直播適応性が高 く収穫
時期 も早いため有望な品種である。

今後の面積拡大のためには、直播適応性 (低温 。土中発芽性)の高い、良食味の
直播専用品種の開発 が最 も重要である。

(2)収 量確保

移植栽培に比べ収量が若干低いため、直播適応性の高い品種の作付 を行い、移植
栽培並の収量 を目指す。

(3)水管理

近年は 「無湛水 出芽」方式を行 ってきているが、土壌条件 によ り効果が異な り、
粘質土壌では効果 が高いが、透水性のある土壌では、鳥害 (ス ズメ)を受 けた り、
初期生育が遅延す るマイナス面があるため、土壌条件 に応 じた水管理が必要である。

(4)除草剤
現在 、初中期一発剤の 「アグロスター 1キ ロ粒剤」 を使用 し雑 草防除はほぼ良好であるが、雑 草の多い水 田では中期剤の施用が必要 とな り、湛水直播栽培 に登録のある除草剤が無いため、移植栽培用の中期剤の登録拡大を早急に望みたい。

′1,直播栽培の取 り組み状況
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千茂 16年度 湛水直格品種別作付図
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4)総合討議    司会 :堀 口 清博専門員

司会 :これまでの報告・話題提供から次のような課題が挙げられる。

(1)雑草対策 00・ 使用除草剤・水管理 0除草剤散布適期

(2)鳥害・・ 0鴨害 (水の張ってある状態)・ スズメ害 (水 のない状態)

(3)播種量 。・・適量は? 湖北では 2.4～2.5kgAOa

(4)出芽 0苗立・・・均平程度、土の固さ、コーティング比率

(5)過剰生育・・・生育旺盛で生育が早い、施肥法、播種量

(6)水持ちの悪い圃場での直播の取 り組み

(7)面積拡大の方策 。・・機械装備

まずカルパー剤の関連で岡村委員から発言をお願いします。

岡村委員 :東近江地域農業改良普及センターの長谷氏の説明資料 「水稲直播関係機械器

具調べ」の表中の KCM‐900型式 2台はどのような機械か ?

長谷氏 : プラスチック製のコーティング機で本年導入 した。

岡村委員 :こ の型式のコーティング機は責任が持てない。 20年前に出来たもので、上

手くコーティングが出来なかった。パンの表面が滑 り止めとしてザラザラに

してあるが、作業中に粉で埋まってしまい籾が滑って上手くコーティングが

出来ない。さらに、パンの表面に粉が付着 して取れ難くなる。また、 2年も

するとパンが変形 して回転が一定に保てない。

次に、話題提供された松井氏は 1:1.5の コーティング比率では量の設定はど

のようにされたか ?

松井氏 : 手動式コーティング機では予定通 りできたが、自動式コーティング機では設

定通 りしたがコーティング籾が小粒 となった。

岡村委員 :自 動コーティング機には 1:1.5の比率の設定は無く、1:2の比率の設定しか

無い。 1:1.5の 比率でコーティングするには、種籾の量かコーティング時間

を変えなければならない。しかし自動コーティング機では適当な設定をして

確実なコーティングをすることは出来ない。自動コーティング機を使用する

場合は、浸漬種籾は必ず脱水機で 3分間脱水してからコーティングする。ま

た、パンの面にカルパー粉が付着しているものは上手にコーティング出来な

い 。

コーティング種籾に大小が出来るのは、籾の回転する渦の中に噴霧するため

で、団子状になり易く、大きさも不均一になる。水の噴霧位置に注意が必要

です。

自動コーティング機は作業中に故障すると簡単に修理が出来ないことがある

ので、予備に手動式コーティング機を持つことを薦めます。自動式では 10kg
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と 15kg種籾量に限定されますが、手動式では種籾量は自由に選択でき、1:L5

のコーティングも可能です。コーティングが終わったときに、更に3分間空

運転をしてコーティング籾の締まりを強くすることを忘れないようにする。

ヤンマー農機竹田氏 :コ ーティング比率 1:1.5に ついて、生研機構センターで確認 した

ところ、20kg l倍重の設定として乾籾重で 13,4kgを 処理するのが良かった。

岡村委員 :現場において、浸漬籾で乾籾重の 13.4kgを計るのは、重量比や含水量が一

定でないので難 しく手間がかかる。

小堀氏 : 「コシヒカリ」については 1:2で実施 し、あとは 1:1で実施 した。ショット

ガン方式の播種では 1:2の コーティング籾を使用した。

岡村委員 :シ ョットガン方式の播種機では、1:1ま たは 1:1.5の コーティング籾は一箇

所に 7～ 10粒播種され、大面積を播種する場合には種籾が不足することが

ある。

カルパー剤のメーカーでは、 1:1～ 1:2の範囲のコーティング比率で適用拡大

申請をしているので、これに伴い播種機メーカーも播種量の設定変更をする

ものと思われる。

小堀氏 : 1:1の播種量目盛 りで設定し、空打ちをして播種量を確認 し調整 した。苗立

ちにはあまり関係がないようであった。

岡村委員 :打ち込み作業にはあまり問題はないが、ショットガン方式の播種機では出来

る限り深く打ち込むことを前提としているので、1:2の コーティングが良い。

小堀氏 : lcm前後の深さに入っていた。

岡村委員 :浮き苗が出ない程度に出来るだけ深く打ち込むことで、特に「コシヒカリ」

ではじっかり打ち込むようにする。

松井氏 : 1:1の コーティング籾で、水持ちの悪い圃場で試験 したところ苗立ちが悪か

った。出芽 してこない所もあった。

岡村委員 :枕地では出芽 しにくい状態となる。土が落ち着かないし、凸凹が問題である。

播種機が前後に動く所は出芽 しないことがある。連続 して出芽していない所

は播種 されていないと見られ、所々出芽 していないのは覆土板で壁塗り状態

にしてしまったためと思われる。枕地の出芽の悪いのは経験を積めば解消さ

れる。

井上会長 :水持ちの悪い園場では無理をして直播栽培を行わなくても良いのではない

か。直播に適 した圃場から進めていただきたい。

鷲尾委員 :コ ーティング比率は 1:2が基本です。コス ト低減のために 1:1な り 1:1.5の

話が出ているが、表面に播種すればカルパー剤を使わなくても出芽する。 し

かし、出芽 した後株の支えが無いので倒伏 し易くなる。カルパー剤の無かっ

た頃の湛直では倒伏が大きな障害で衰退 している。倒伏を防ぐには土中に種
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籾を 1～1.5cm程度埋め込めば効果が大きく、土中での出芽を安定さすために

1:2の コーティング比率が必要です。この点を十分理解 した上で 1:1な り 111.5

のコーティングを考えて欲 しい。

農水省ではコーティング比率について、量を少なくするので安全性上は問題

がないが、効果の上では問題があるので 1:2以外の比率のコーティングは自

らの責任で行 うように通達している。

1:2以外のコーティング籾は、播種作業の前に播種機の播種量を調整 してお

く。枕地で出芽が悪いのは、土が軟らかく籾が深く入 りやすいことと、排水

が不良で水が溜まり易いためと思われる。代かきの最後に トラクタで田の周

辺を回って溝を付けると良い。

松井氏 : カルパー剤の価格低減と落水 8～10日 で雑草が繁茂することについて聞きた

い。

カルパー普及会橋本氏 :現在の湛直の普及面積が 8,300haほ どで、メーカーとしての損

益分岐点は 50,0∞haです。ここ20年赤字で生産 してきてお り、すぐの値

下げは無理です。

岡村委員 :湖北での鉄コーティングについては、登録が無く普及は難 しいと思われる。

忌避剤 とするには登録が必要です。現行のカルパー剤は焼石膏が固着材とな

つてお り、鉄を利用する場合も固着材が必要となるが、その選択は難 しいと

思われる。

司会 :  次に雑草対策について宮原委員から直播栽培での一般的な雑草防除の考え方

を話 していただいた上で質問を受けたい。

宮原委員 :一般的な話 として、雑草防除から見ると水田における生育期間の短いものほ

どや り易く、早く田面を稲が覆ってくれる方が良い。 しかし、直播栽培の場

合は田面に播種して芽を出させるので、ある程度生育した苗を植える移植栽

培より稲が田面を覆 うのに時間がかかる。水田では稲の生育によつて雑草を

抑える力が生じるが、直播栽培は移植栽培に比べてこの力が弱い。

雑草防除について要防除期間と言 う考え方がある。同じ時期に直播栽培と移

植栽培を同時にスター トさせると、移植栽培では雑草の要防除期間は 2週間

であるのに対し、直播栽培では 3～ 4週間となる。すなわち、直播栽培では

移植栽培より長く雑草を防がなければならない。直播栽培では稲が田面を覆

ってくれるまでの時間が長いので除草剤の負担が大きく、2.5葉～ 4葉の雑

草を抑える必要がある。また、直播栽培では出芽 して間もない時期に除草剤

を使用 し、稲の感受性が高い時期の使用となって薬害の恐れがある。そのた

めに直播栽培用の除草剤が決められている。

以上のように直播栽培では要防除期間が長 く、除草剤の数は移植栽培に比ベ
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て少ない。水田の耕起・均平化・代かき・水管理を除草剤使用を考慮して的

確に実施する必要がある。基本的に雑草防除の面から見ると落水出芽は逆効

果で望ましくないが、出芽を良くするには必要であるので必要最小限に止め

てもらいたい。後は中干しまでは絶対に水を絶やさない水管理をしていただ

きたい。落水出芽をして芽が出たところに水を入れて一発剤を使 う。分けつ

期以降に雑草が出てきたら中期剤、もう少 し後で雑草が出たら後期剤を使 う。

移植栽培で 1回処理で済む場合でも、直播栽培では 1回処理では無理で 2回

処理は必要である。

次にスルホニルウレア耐性雑草が出てきている。北海道では90%。 東北地

域では60%0関 東以西地域では 20～ 30%の発生が認められている。山

口県の例ではコナギだけが残っていた。コナギ・ホタルイが特に問題である。

アゼナ類はそれほど問題ではない。耐性雑草が出た場合には耐性雑草に効果

のある薬剤に替える必要がある。基本的な雑草管理の上で常に耐性雑草の出

現に注意して見ておくことが望まれる。

落水期間を長くするとヒエに効かなくなる話があったが、2.5葉～ 3葉位ま

で効く除草剤があるので、適期幅の広い薬剤を使 うと良い。

松井氏 : 落水 10日 間と問いている。その前後の雑草対策について聞きたい。

宮原委員 :芽が出るまできつちり干すことになっている。出芽を確認 して出来るだけ早

く入水 して除草剤処理を考えるようにしていただきたい。あまり日数を固定

して考えない方が良い。

生産者 : コナギの激発があり、耐性雑草かどうか ?アゼナもあるがヒエは無くなって

いる。アゼナの下にびつしリコナギが繁茂している。

宮原委員 :こ のケースは山口県の例に良く似ている。耐性のコナギと思われる。耐性雑

草に効果のある薬剤では トップガン・ラクダ‐プロ・ ミスターホームランが

あるが、ミスターホームランは移植栽培用である。 トップガン 0ラ クダ‐プ

ロは北海道・東北で使用可能で、関東以西では トップガンが使える。

直播栽培の方が抵抗性雑草が顕在化すると広がりが早いので、十分観察をし

て欲 しい。

生産者 : 麦一大豆一稲のローテーションを実施 しているが、転作後、特に大豆跡に稲

を作ると雑草が生えやすく、生育スピー ドが早い。播種 して 1週間後の除草

剤選択について聞きたい。

宮原委員 :適期幅の広い薬剤を選択する。ウルフエースが使えるが、稲が 1葉以下では

薬害の心配があるので 1～2.5葉の間に使 う。

司会 :  次に鳥害対策について検討します。

鷲尾委員 :カ ラスはお手上げ状態です。少々水があっても入って来て集団で荒らしてい
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く。無湛水ではスズメが来るが、しっかりと土中に播種されていれば来ない。

芽が出る時にスズメが来れば早めに入水する。鴨は糸を張ると良いが、移植

栽培より早く播種するのがよい。直播の播種後に移植田の代かきを行い湛水

してあると鴨はそちらへ行って直播田には来ない。また、落水をしている間

に田面を十分に固めておけば鴨はつつき難いので来なくなる。

面積拡大について潜在的な希望者がまだいるものと思 う。こうした人たちに

普及宣伝をしていくのも一つの方法であると思 う。また、省力低コス トの面

から女性への宣伝も必要であると思 う。今後も情報交換を密にして技術の向

上を図っていただきたい。
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